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基本計画【各論】（素案̲修正版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ⽉の書⾯会議で配布した基本計画【各論】（素案）より修正し

た箇所には下線を入れています。 

「 」︓総合計画審議会委員の意⾒を受けて修正した箇所 

「 」︓庁内の意⾒を受けて修正した箇所 

１ 都市経営 

１ 市⺠⾃治・協働 ・・・・・・・・・ 1 

２ ⼈権・部落問題・男⼥共同参画 ・・ 3 

３ 開かれた市政・・・・・・・・・・・ 5 

４ 情報化 ・・・・・・・・・・・・・ 7 

５ ⾏財政運営 ・・・・・・・・・・・ 9 

 

２ 安全・都市基盤 

１ 危機管理・防災・消防 ・・・・・・11 

２ 防犯・交通安全 ・・・・・・・・・13 

３ 消費生活 ・・・・・・・・・・・・15 

４ ⼟地利⽤・市街地・北部整備 ・・・17 

５ 住宅・住環境 ・・・・・・・・・・19 

６ 道路・交通 ・・・・・・・・・・・21 

７ 河川・水辺空間 ・・・・・・・・・23 

８ 上下水道 ・・・・・・・・・・・・25 

 

３ 健康・福祉 

１ 健康・医療 ・・・・・・・・・・・27 

２ 地域福祉 ・・・・・・・・・・・・29 

３ 高齢者福祉 ・・・・・・・・・・・31 

４ 障碍（がい）者福祉 ・・・・・・・33 

５ 社会保障 ・・・・・・・・・・・・35 

 

 

４ 子ども・教育 

１ 児童福祉・⻘少年育成 ・・・37 

２ 学校教育 ・・・・・・・・・39 

３ 社会教育 ・・・・・・・・・41 

 

 

 

５ 環境 

１ 都市景観 ・・・・・・・・・43 

２ 緑化・公園 ・・・・・・・・45 

３ 環境保全 ・・・・・・・・・47 

４ 循環型社会 ・・・・・・・・49 

５ 都市美化・環境衛生 ・・・・51 

 

 

 

 

６ 観光・産業・文化 

１ 観光 ・・・・・・・・・・・53 

２ 商工業 ・・・・・・・・・・55 

３ 農業 ・・・・・・・・・・・57 

４ 雇⽤・労働環境 ・・・・・・59 

５ 文化・国際交流 ・・・・・・61 

別紙１ 
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基本構想に掲げる
めざすまちの姿を
記載しています。 

■各論の⾒⽅ 

各施策分野に関連する主な分
野別計画（分野別マスタープラ
ン）を記載しています。分野別
マスタープランには各施策分
野の基本的な⽅針や具体的な
取組等が示されます。 

宝塚市の各統計指標の推移等
を記載しています。 
（注意書きがあるものや各アンケート

結果以外のものは、各年度３⽉末現在の

数値です。また、出典元が宝塚市以外の

場合は、資料名を記載しています。） 

⽤語説明を記載して
います。 

施策分野を記載してい
ます。 

各施策分野において踏まえておくべき、現状
と課題を記載しています。各番号は、次ペー
ジの各施策の番号と関連付けています。 
【関連付けのイメージ】 
 現状と課題（１） ⇔ 施策 （１） 
 現状と課題（２） ⇔ 施策 （２） 
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施策の進捗を測る
主な成果指標を記
載しています。 

施策の⽅向
性を記載し
ています。
具体的な取
組は、分野
別計画で示
します。 

めざすまちの姿の実現に向
けた施策を記載していま
す。関連する主な分野別計
画を勘案しています。 

成果指標のめざす

⽅向性を記載して

います。は増加、 

は減少、は維持

を示します。 
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１ 市⺠⾃治・協働 
 

めざすまちの姿 

● ⼀⼈ひとりが「やりたい」ことに取り組める環境が整えられ、あらゆる世代が関わる市⺠主体

のまちづくりが展開されている。 

● 協働の理解や取組がさらに広まり、市⺠と⾏政がそれぞれの役割を分叕し、協⼒しながら、ま

ちづくりを進めている。 
 

現状と課題 

（1）⾃治会の加入率は減少傾向にあります。また、

まちづくり協議会*の認知度は必ずしも高いと

は言えず、目的や役割等について周知していく

必要があります。 

（2）近年の地域課題は多様化、複雑化しています。

様々な分野における市⺠の主体的なまちづくり

活動やコミュニティ活動は個性豊かで活⼒に満

ちた地域社会の構築につながります。そのため、

これらの活動の促進に向けて、より効果的な取

組を引き続き検討していく必要があります。 

（3）市⺠へのアンケート調査では、協働の取組への

意向を持っている市⺠の割合は減少していま

す。また、協働型の事業について、新たに展開

される事例は必ずしも多いとは言えません。⼈

⼝減少社会が到来し、少子高齢化が進⾏する中

で、まちづくりの叕い手づくりが課題です。 

 

⾃治会の加入率の推移 

 
※各年度 6 ⽉ 1 日現在 

 

⾏政との協働の取り組み状況（市⺠アンケート調査） 

 
 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市協働の指針 
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行政との協働の取り組みを行っている

行政との協働の取り組みを行っていないが、今後、行いたい

わからない

協働の取り組みを行いたいと思わない

無回答

（％）

* まちづくり協議会 

概ね小学校区をエリアとして、自治会を中核に、地域内の各種団体

やグループなど、あらゆる人たちとの連携を図りながらまちづくり活動

を推進する組織。本市において、平成３年(1991 年)から順次発足

し、平成 11 年(1999 年)に市内全域で組織化が完了。 

 

１ 都市経営 
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施 策 成果指標 

（１）市⺠⾃治*の基盤となる地域⾃治の確⽴ 指標名 
めざす

⽅向性 

○まちづくり協議会の活動の充実を支援します 

○地域ごとのまちづくり計画の実現に向け、地域と連携しながら取り組みま

す 

○まちづくりに関わるすべての個⼈や団体（⾃治会、市⺠活動団体など）の

連携を促進します 

○⾃治会の加入率向上等に関する支援を⾏います 

◆ まちづくり協議
会ポータルサイ
トアクセス件数 

 

◆ 地域ごとのまち
づくり計画にお
いて順調に進ん
でいる取組の数 

 

◆ ⾃治会の加入率  

（２）様々な市⺠活動の充実 指標名 
めざす

⽅向性 

○様々な分野における市⺠活動の充実に向け、コミュニティビジネスの育成

や支援に取り組みます 

○市⺠の広域的な活動や地域課題を解決する活動などを支援し、活動を促進

します 

◆ 市内の NPO 法⼈
数  

◆ 地域や NPO と⾏
政との協働事業
数 

 
◆ きずなづくり推

進事業*提案事業
数 

 

（３）市⺠と⾏政の協働の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○「協働の指針*」の周知及び活⽤を図り、協働をさらに推進します 

○協働型事業の推進と検証に努めるとともに、さらなる拡大を目指す新たな

仕組みを構築します 

○活動の叕い手の発掘・育成の支援と「つながり」づくりに取り組みます 

◆ 「協働の取り組
みへの意向を持
っている」と回答
した市⺠の割合 

 
◆ 地域や NPO と⾏

政との協働事業
数 

 

◆ きずなづくり推
進事業提案事業
数 

 

 

 

* 市民自治 

市民が自分たちのまちの課題について考え、決めて行動すること。

地方自治の本旨である「住民自治」の概念に加えて、市民力の強化

をめざす。 

* きずなづくり推進事業 

市民活動を行う団体が、市民ニーズや地域の実情に即して自主的、

自発的に行う広域的・社会性のある活動や地域課題を解決する活

動など公益的活動に対し、市が事業費の一部を補助することにより、

市民と市の協働のまちづくりを推進することを目的とする事業。 

* 協働の指針 

市民と行政または市民と市民の協働による「新しい公共」の領域を拡

充していくために、市民と市がそれぞれの責任のもと、協働を推進し

ていくための基本原則や形態などを示した指針。 
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２ ⼈権・男⼥共同参画 
 

めざすまちの姿 

● すべての⼈の⼈権が尊重され、平和で誰もがありのままに⾃分らしく生きている。 

 
 

現状と課題 

（1）インターネットを利⽤した⼈権侵害が広がるな

ど、⼈権課題の多様化が進む⼀⽅、「⼈権が尊重

されていると思う」市⺠の割合が、減少してい

ます。創意工夫を凝らして効果的な啓発を実施

し、より多くの市⺠の⼈権意識が深まり、高ま

るよう努める必要があります。 

（2）世界では今なお戦争や紛争が絶えず、全⼈類を

滅ぼす核兵器が保有されています。戦争を体験

した世代の高齢化が進む中、市⺠⼀⼈ひとりが

平和への関⼼を持ち、平和の大切さを伝え、と

もに平和を守る意識を高めていく必要がありま

す。 

（3）ジェンダー*平等の実現に向け、すべての施策

を男⼥共同参画の視点に⽴って進め、効果的な

啓発や、⼥性の公職参画率の向上、ワーク・ラ

イフ・バランス*の実現に努める必要がありま

す。ＤＶ*については、児童虐待などと重なり、

複雑化、深刻化する事例が増えており、より被

害者の視点に⽴った相談支援が求められていま

す。 

 

日々の生活における⼈権尊重の状況についての考え（市⺠アンケート調査） 

 
 

たからづか DV 相談室における DV 相談件数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市⼈権教育及び⼈権啓発基本⽅針 

● 宝塚市男⼥共同参画プラン 
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* ジェンダー 

「社会的・文化的に形成された性別」（ジェンダー/gender）のこと。人間

には生まれついての生物学的性別（セックス/sex）がある。一方、社会

通念や慣習の中には、社会や文化によって作り上げられた「男性像」、

「女性像」があり、このようにして形成された男性、女性の別をいう。 

* ワーク・ライフ・バランス 

「仕事と生活の調和」と訳される言葉で、一人ひとりがやりがいや充実

感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生

活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じ

て多様な生き方が選択・実現できることをいう。 

* ＤＶ 

ドメスティック・バイオレンスの略。配偶者のみならず、恋人など親密な

関係にある、またはあった者から振るわれる暴力のこと。身体的暴力

だけでなく、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力、子どもを利用した

暴力が含まれる。 

１ 都市経営 
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施 策 成果指標 

（１）すべての⼈の⼈権が尊重されるまちづくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○部落差別をはじめとする様々な差別解消に向けて、あらゆる施策を⼈権尊

重の視点に⽴って進めます 

○地域や学校など様々な場における⼈権教育及び啓発を推進します 

○市⺠と⾏政の協働により⼈権教育及び啓発を進めます 

◆ 「⼈権が尊重さ
れていると思う」
と回答した市⺠
の割合 

 

◆ 「市の施策は⼈
権尊重の視点に
⽴っていると思
う」と回答した市
⺠の割合 

 

（２）戦争や核兵器のない平和な社会の実現 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠と⾏政の協働による平和事業に取り組みます ◆ 非核平和都市推
進事業*参加者数  

（３）すべての⼈が性別にとらわれず、⾃分らしく暮らせるまち

づくりの推進 
指標名 

めざす

⽅向性 

○すべての施策を男⼥共同参画の視点に⽴って進めます 

○男⼥共同参画社会*実現に向けた教育及び啓発を推進します 

○あらゆる場への⼥性の参画を進めます 

○⼥性への暴⼒の根絶と DV を許さない社会づくりを進めます 

◆「市の施策は男⼥
共同参画の視点
に⽴っていると
思う」と回答した
市⺠の割合 

 

◆ 「社会における
男⼥の機会均等
が図られている
と思う」と回答し
た市⺠の割合 

 

◆ 本市における⼥
性の公職参画率  

 

 

* 非核平和都市推進事業 

核兵器廃絶平和推進基本条例を施行し、戦争や核兵器のない平和

な社会の実現を願い、取り組む平和事業。 

* 男女共同参画社会 

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって職域・学

校・地域・家庭その他のあらゆる分野における活動に参画する機会が

保障され、均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享受

することができ、かつ、共に責任を担う社会のこと。 
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３ 開かれた市政 
 

めざすまちの姿 

● 市⺠と⾏政の情報共有が進み、交流と対話によるまちづくりが進んでいる。 

● まちの情報や魅⼒が広く効果的に発信され、まちに関⼼や愛着を抱く⼈が増えている。 
 

現状と課題 

（1）様々な媒体を活⽤し分かりやすい情報を発信す

ることは、協働のまちづくりを進める上で大変

重要です。また、ICT*を活⽤した広報活動の充

実が求められています。 

（2）様々な⽅法によって市⺠と交流し対話すること

は、市政運営の基本となるものです。また、ICT

を活⽤した意⾒を聴取しやすい仕組みの充実が

求められています。 

（3）まちの活性化を図るためには、まちの情報や魅

⼒を広く効果的に発信することにより、市内外

の多くの⼈に、まちに関⼼や愛着を持ってもら

うことが必要です。 

 

市ホームページへのアクセス数の推移 

 
 

市の⾏政施策への関⼼度（市⺠アンケート調査） 

 

 

関連する主な分野別計画 
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非常に関心がある

どちらかというと関心がある

あまり関心がない

関心がない

無回答

（％）

* ＩＣＴ 

Information and Communication Technology(情報通信技術) の略。 

 

１ 都市経営 
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施 策 成果指標 

（１）市⺠との情報共有の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○発信する情報の量と内容の充実に努めます 

○各種広報媒体を活⽤し、すべての市⺠に必要な情報を的確に伝えます 

○⾏政情報の積極的な公開と、ビッグデータ*・オープンデータ*の利活⽤

を推進します 

◆ 「広報たからづ
かを読む」と回答
した市⺠の割合 

 

◆ 市ホームページ
アクセス件数  

◆ 市ホームページ
のオープンデー
タのページへの
アクセス件数 

 

（２）市⺠との交流と対話の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠の意⾒を聴く機会の充実を図ります 

○交流と対話、参画の場の充実に取り組みます 

◆ ふれあいトーク*
（出前講座）の開
催回数 

 

◆ 「市役所が⾏う
⾏政施策に関⼼
がある」と回答し
た市⺠の割合 

 

（３）まちの魅⼒の効果的な発信 指標名 
めざす

⽅向性 

○まちへの関⼼や愛着を高めるようなまちの情報や魅⼒を広く発信します 

○市⺠や事業者とともに効果的な PR に取り組みます 

◆ 市ホームページ
へのアクセス件
数 

 
◆ ふるさと納税の

額  
 

 

* ビッグデータ 

事業に役立つ知見を導くための巨大なデータであり、社会・経済の

問題解決や、業務の付加価値向上を行う、あるいは支援する目的な

どに利用されるデータ。 

* オープンデータ 

行政が保有する情報をインターネットを通じて誰もが自由に入手 

し、加工、利用及び再配布できるように公開されたデータのこと。 

* ふれあいトーク 

市民に対する積極的な情報提供と市政へのニーズ把握を目的とし

て、市職員が市民の希望する日時、場所に出向き、市民が知りたい

テーマについて出前講座をする制度。 
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４ 情報化 
 

めざすまちの姿 

● ＩＣＴ*の活⽤による「スマート⾃治体*」の推進により、⾏政運営が効率化するとともに、市

⺠の利便性が向上している。 

 
 

現状と課題 

（1）施設予約など⼀部の手続を除き、⾏政手続の多

くは窓⼝への来庁と申請書類の書⾯提出が必要

となっています。このため市⺠の利便性は低く、

また対応する職員は削減できず、データ入⼒な

どの作業も残るため、コスト削減ができていま

せん。 

（2）庁内業務処理にＡＩ*、ＲＰＡ*など最新技術の

試験的な導入を⾏っていますが、職場環境は昭

和のスタイル（⻑時間労働で解決する、縦割り

組織単位の集団で分叕して仕事を進めるスタイ

ル）が未だに残っているところがあり、部署間

のコミュニケーションも十分とは言えず、イノ

ベーション*が起きにくい状況です。また、庁

内各部局が保有する業務データを政策⽴案のた

めに活⽤するシステム環境が整っておらず、⻑

期的な予測や部署間の課題解決にＩＣＴを活⽤

できていません。 

 

マイナンバーカード交付率の推移 

 
※国のH27 は不明 

公共施設の予約などの申請に占める 

オンライン利⽤率の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市ＩＣＴ戦略 

 

1.93

9.10

11.40

13.42

16.41

8.61

10.92

12.97

15.94

1.65

9.90

12.56

15.00

18.67

0

4

8

12

16

20

H27 H28 H29 H30 R1

宝塚市 国 兵庫県

（年度）

（％）

70.6
72

73.6
74.5

76.2

79.1 79.5
80.7

81.5
80.4

65

70

75

80

85

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1（年度）

（％）

* ＩＣＴ 

P5 参照 

* スマート自治体 

人口減少が深刻化しても自治体が持続可能な形で行政サービスを

提供し続け、住民福祉の水準を維持し、職員を事務作業から解放し

て、職員でなければできないより価値のある業務に注力し、ベテラン

職員の経験をＡＩ等に蓄積・代替することで、団体の規模・能力や職

員の経験年数に関わらずミスなく事務処理が行える自治体。 

* ＡＩ 

artificial intelligence（人工知能）の略。 

* ＲＰＡ 

ロボティック・プロセス・オートメーション（Robotic Process Automation）

の略。これまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作を、ソフトウエ

アのロボットにより自動化するもの。人手不足を補いながら生産効率

を上げる手法として、企業や自治体で注目を集めている。 

* イノベーション 

新製品開発や新資源発見など、旧来のものに代わって新規のものが

登場すること、革新されること。 

1 都市経営 
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施 策 成果指標 

（１）誰もが利便性、サービス向上を実感できるデジタル⾏政*の

推進 
指標名 

めざす

⽅向性 

○⾏政手続がデジタル上で完了する基盤を整備します 

○高度なＩＣＴを活⽤し、教育、福祉などあらゆる分野で質の高い⾏政サー

ビスを目指します 

○システムの安定運⽤と個⼈情報の保護・情報セキュリティ*対策の強化を

進めます 

◆ マイナンバーカ
ード交付率  

（２）デジタルシフト*による効率的な⾏政運営の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○職員が最大のパフォーマンスを発揮できるＩＣＴ環境を整備します 

○定型、繰り返し業務の徹底的な⾃動化を進めます 

○業務情報のデータ化とＥＢＰＭ*の活⽤環境の整備を進めます 

○ＩＣＴ活⽤⼈材の育成に取り組みます 

○⾃治体間の共同システムの利⽤を推進します 

◆ ＩＣＴの活⽤に
よる定型・繰り返
し業務や非効率
業務の削減時間 

 

 

 

* デジタル行政 

ＩＣＴの活用により、行政手続の原則オンライン化（手続きがデジタル

上で完結する、何度も添付資料を求められない、関連する民間手続

きもオンラインで一括でできる）など、デジタル社会を前提とした行政

サービスを目指すこと。 

* 情報セキュリティ 

個人や企業が持つ情報を、不当に取得・改変されることなく、正当な

権利を持つ個人や組織が、情報や情報システムを意図通りに制御

できるよう、人的・組織的・技術的な対策を講じること。 

* デジタルシフト 

これまでのルールや慣習に基づく業務のやり方、職員像、職場環境

を、デジタル時代に求められる姿に変革することで、人口減少など社

会の変化に対応していくこと。 

* ＥＢＰＭ 

エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング（Evidence-based Policy 

Making 証拠に基づく政策立案）の略。統計や業務データなど客観

的な証拠を活用し、政策の有効性を高め、市民により信頼される行政

を展開することを目指す取組。 
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５ ⾏財政経営 
 

めざすまちの姿 

● ⼈⼝減少、少子高齢化など社会構造が変化する中でも、経営資源の適正な配分により、効率的・

効果的な市⺠サービスが提供されている。 

 

現状と課題 

（1）⾏政経営資源が限られていく⼀⽅で、市⺠ニー

ズは多様化し、事業や業務は増え、さらに複雑

化しています。また、⽼朽化が進む公共施設の

維持・更新費等が増加する中、これまでの水準

でこれらの整備に投資していくことは困難な状

況にあります。このような中でも将来を⾒据え、

時代にふさわしい⾏財政経営により、持続的に

市⺠サービスを提供していくことが求められて

います。 

（2）少子高齢化に伴う労働⼒の深刻な供給不⾜が懸

念される中、市⺠サービスを持続的、かつ、安

定的に提供していくために、時代の変化に対応

できる職員の育成と、組織体制の整備に取り組

む必要があります。 

（3）税収などによる歳入の大幅な伸びは⾒込めず、

社会保障関連経費が増加するなど、今後も厳し

い財政状況を⾒込んでおり、これまで以上に、

限られる経営資源を適正に配分し、財政の健全

化や施策の効率的・効果的な実施を図り、将来

の⾒える⾏財政経営を推進することが極めて重

要です。 

 

市債残⾼と基⾦残⾼の推移 

 
 

⼈件費、扶助費、公債費、繰出⾦、投資的経費の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市⾏財政経営に関する指針 
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１ 都市経営 
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施 策 成果指標 

（１）時代にふさわしい市⺠サービスの追求 指標名 
めざす

⽅向性 

○⾃治体や⺠間などとの連携を進め、効率的・効果的で質の高い市⺠サービ

スを提供します 

○業務改革を推進し、時代にふさわしい市⺠サービスを提供します 

○公共施設マネジメント*を推進します 

◆ 「時代にふさわ
しい市⺠サービ
スが提供されて
いると思う」と回
答した市⺠の割
合 

 

（２）時代の変化に対応できる職員の育成と、組織体制の整備 指標名 
めざす

⽅向性 

○協働を基本に問題解決を図る職員を育成します 

○スマート⾃治体*への転換に向けた取組を進めます 

○機能的で連携の取れた組織体制を整備します 

○職員のワーク・ライフ・バランス*、働き⽅改革を推進します 

○職員の意識や組織風⼟の改善に取り組みます 

◆ 職員研修延べ受
講⼈数  

◆ 年次休暇取得率  
◆ 男性職員の育児

休業取得率  

（３）将来の⾒える⾏財政経営の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○財政規律*に基づき財政健全化を図り、将来にわたる責任ある⾏財政経営

を推進します 

○施策の有効性や効果などについて可視化し、市⺠から信頼される効率的、

効果的な⾏財政経営を推進します 

◆ 実質単年度収支*
のプラスの維持  

 

 

*公共施設マネジメント 

地方公共団体が所有する全ての公共施設等を対象に、地域の実情

に応じて、総合的かつ計画的に管理すること。 

* スマート自治体 

P7 参照 

* ワーク・ライフ・バランス 

P3 参照 

* 財政規律 

財政を秩序正しく運営するための規律や基金残高などの数値目標。 

* 実質単年度収支 

単年度収支から、実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額及

び地方債の繰上償還額）を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し

額）を差し引いた額。実質的な黒字要素と赤字要素を加味した収支

を表す。 
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１ 危機管理・防災・消防 
 

めざすまちの姿 

● 命や生活に関わる危機に市⺠と⾏政がともに備え、いざという時には、迅速かつ適切な対応を

とれる体制が整っている。 

● 地震や風水害に市⺠と⾏政がともに備え、地域で助け合う意識が高まることにより防災⼒が強

化されている。 

● 充実した消防・救急体制のもとで、安⼼して暮らしている。 

 

現状と課題 

（1）多発する⾃然災害をはじめとする様々な危機事

案に対し、迅速、的確に対応するため、危機管

理施設の整備を推進していく必要があります。 

（2）大規模災害や感染症の蔓延時における公助の限

界が露呈するなか、⾃助、共助の果たす役割が

重要になっていることを踏まえ、市⺠の取組を

引き続き支援する必要があります。 

（3）増加する救急需要や災害出動に加え、感染症等

へも備えるため、消防体制の維持充実が必要で

す。また防火安全対策の継続的な取組が必要で

す。 

 

災害に対する備えの状況（市⺠アンケート調査） 

 
 

救急出動件数の推移 

 

※各年 12 ⽉末現在 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市危機管理指針 

● 宝塚市地域防災計画 

● 宝塚市消防計画 
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２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）迅速・適切な危機管理体制づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○危機管理施設の整備を推進します 

○危機管理体制を整えます 

○危機対応⼒の向上を図ります 

◆ 安⼼メール*登録
者数  

（２）⾃助・共助の体制づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○地域における防災⼒の向上と感染症への備えを推進します 

○災害時要援護者*の支援体制を整えます 

◆ 「日ごろから災
害に対する備え
をしている」と回
答した市⺠の割
合 

 

◆ 災害時要援護者
避難支援組織数  

（３）消防・救急体制の充実 指標名 
めざす

⽅向性 

○災害対応能⼒の充実を図り、市⺠生活の安全・安⼼を確保します 

○消防⼒の充実を図ります 

○防火安全対策を推進します 

○消防団を中核とした地域消防体制の充実を図ります 

○消防の連携・協⼒体制の強化を図ります 

◆ 救命講習受講者
数  

◆ 出火率  

 

  

* 安心メール 

市内の災害に関する緊急情報や、防災防犯に関するお知らせ情報

を登録者にメールで通知するもの。市・県などからの緊急情報をメー

ル受信、さらに HP 上で確認ができる。 

* 災害時要援護者 

高齢者、障碍（がい）のある人、乳幼児等の防災施策において特に

配慮を要する人のうち、災害発生時の避難等に特に支援を要する

人。 
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２ 防犯・交通安全 
 

めざすまちの姿 

● 犯罪や交通事故がなく、誰もが安全・安⼼に暮らしている。 

 
 

現状と課題 

（1）本格的な⼈⼝減少や超高齢社会を迎え、地域防

犯活動者の固定化や高齢化による組織の弱体化

が懸念されています。警察をはじめとする関係

機関と連携を強化し、市⺠⼀⼈ひとりの意識を

高めるとともに地域の皆で⾒守る風⼟の醸成が

必要です。 

（2）交通事故（⼈⾝、⾃転⾞）の発生件数は減少し

てきましたが、近年、下げ止まり傾向にあり、

⾃転⾞の運転マナーの啓発が必要となっていま

す。⾃転⾞ヘルメットの着⽤を促すため、モニ

ター制度*などの啓発や⾃転⾞安全利⽤推進員

*の拡充について継続的に取り組む必要があり

ます。 

 

刑法犯認知件数の推移 

 
※各年 12 ⽉末現在 

資料︓宝塚警察署「宝塚警察署管内の主な刑法犯罪認知状況」 

 

交通事故件数（物損と⼈身）の推移 

 
※各年 12 ⽉末現在 

資料︓兵庫県警察「警察署別・⽉別物件事故発生状況」 

兵庫県警察「警察署別⼈⾝事故発生状況」 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市交通安全計画 
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* モニター制度 

市から自転車ヘルメットの貸与を受けた市民モニターが日常生活で

自転車を利用する際にヘルメットを着用することで、ヘルメット普及と

自転車の安全利用に努めていただく制度。 

* 自転車安全利用推進員 

交通ルールの遵守やマナーの向上の促進を目的に、自転車利用者

に対して、街頭啓発活動等で自転車の安全利用を推進するための

指導などを行う市民。 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）防犯対策の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○防犯意識の啓発や防犯活動組織への支援など、地域の防犯⼒を高めます 

○犯罪被害者等の総合的な支援に取り組みます 

◆ アトム防犯グル
ープ*数  

◆ 犯罪発生件数  

（２）交通安全対策の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○交通安全意識の啓発を推進します 

○交通危険箇所の安全対策を実施します 

○駅周辺の快適な歩⾏空間を確保します 

◆ 交通事故（⼈⾝事
故）発生件数  

◆ ⾃転⾞に関する
事故発生件数  

 

 

* アトム防犯グループ 

地域で自主的に防犯パトロール活動を行っている市登録グループ

の名称。防犯パトロールを行う際に、不審者や地域住民からも防犯

活動していることが認識できるよう「アトム防犯パトロール」と書かれた

たすきを市から配布している。 
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３ 消費生活 
 

めざすまちの姿 

● 消費者トラブルの予防や対処に関する知識が広がり、⾃ら考え⾏動する消費者が増えている。 

 
 

現状と課題 

（1）消費生活相談件数は、平成 21〜30 年度（2009

〜2018 年度）は、増減はあるものの概ね 2,000

件と高水準で推移しています。こうした中、市

⺠⼀⼈ひとりが⾃ら考え、選択し、⾏動するこ

とで、複雑化・巧妙化する消費者トラブルを予

防し、環境の変化に適切な対応が取れるように

なることが重要になります。また、⾃分だけで

なく周りの⼈などの状況もしっかり⾒つめて生

活し、公正で持続可能な社会の形成に参画する

消費者の育成も重要です。 

 
消費生活相談件数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市消費者教育推進計画 
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1,810
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2,004
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２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）世代や生活の場に応じた多様な消費者教育の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠や関係機関、団体、事業者等と連携・協働し、消費者教育や啓発を推

進します 

○消費生活相談機能を充実させます 

◆ 消費生活講座な
どの参加⼈数  
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４ ⼟地利⽤ 
 

めざすまちの姿 

● ⼈⼝減少、少子高齢社会に対応し、豊かな⾃然や文化など様々な特性を生かしつつ、都市機能*

を集積するなどコンパクトなまちづくり*が進んでいる。 

 
 

現状と課題 

（1）南部地域は、⼈⼝減少と高齢化を⾒据え、駅周

辺を拠点とする都市づくりや、多様なストック

など 、本市の持つ特⾊を生かした多様で魅⼒あ

る暮らしの実現に向けた取組を推進し、持続可

能なコンパクトなまちづくりを目指すことが求

められています。 

（2）北部地域は、⼈⼝減少と高齢化などによる都市

機能の低下が顕在化しています。市街化調整区

域を堅持し、現在の恵まれた⾃然環境や田園環

境を保全し、地域資源や地域産業等を生かした

魅⼒的なまちづくりにより交流⼈⼝*の増加と

定住⼈⼝*の維持が求められています。 

（3）震災復興事業が進められ、安全・安⼼なまちづ

くりが⾏われているなか、いまだ整備の十分で

ない地域もあります。また、⽼朽化が進んだ施

設もあるため、市⺠と連携しながら安全かつ利

便性の高いまちづくりを進めていく必要があり

ます。 

 

⽤途地区別面積の推移 

 

 
 
 

⼟地区画整理事業実施数と施⾏面積の推移 

 
 

関連する主な分野別計画 

● たからづか都市計画マスタープラン 
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* 都市機能 

都市が持つ都市としての機能を言い、電気や水道の供給、交通手

段の提供、及び商業、教育、観光の場としての機能などが該当す

る。 

* コンパクトなまちづくり 

無秩序な都市機能の拡散を抑制しながら、必要なところに適切な都

市機能を集積させたうえで、生活者重視の視点の快適な都市環境

を創造し、日常生活を支える交通ネットワークを充実させ、過度に自

家用車に依存することのない「歩いて暮らせるまちづくり」を目指すこ

とを前提としている。 

* 交流人口 

通勤・通学、観光、レジャーなどの目的で、その地域に訪れる（交流

する）人の数。その地域に住んでいる人の数（定住人口）に対する概

念である。 

* 定住人口 

その地域に住んでいる人の数。 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）南部地域の持続可能な都市づくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○地域特性を踏まえながら、駅周辺への多様な都市機能の誘導を推進します 

○住⺠主体のまちづくりを推進し、良好な住環境の維持・形成を図ります 

○⾃然緑地や都市緑地の保全・育成に努めます 

◆ 市街化区域*の⾯
積  

◆ 地区計画*等の決
定地区数  

◆ 地区まちづくり
ルール*の認定地
区数 

 

（２）北部地域の活性化に向けたまちづくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○⾃然環境と田園環境の保全に努めます 

○地域資源を生かした魅⼒的なまちづくりを推進します 

○住⺠主体のまちづくりを推進し、集落環境の維持に努めます 

◆ 市街化調整区域*
の⾯積 

 
 

（３）地域の特性にあった良好なまちづくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○多様な事業手法を活⽤して、地域と連動したまちづくりを進めます 

○既存都市施設*を有効に活⽤し、まちの活性化を図ります 

◆ ⾯的整備への支
援による整備⾯
積 

 

 

 

* 市街化区域 

区域区分が定められている都市計画区域内において、既に市街地

を形成している区域及びおおむね 10 年以内に優先的かつ計画的

に市街化を図るべき区域。 

* 地区計画 

都市計画区域において、建築物の建築形態、公共施設その他の施

設の配置などからみて、一体としてそれぞれの区域の特性にふさわ

しい態様を備えた良好な環境の各街区を整備、開発、および保全

するための計画。都市計画の区域区分、地域地区に加えて、都市

計画区域内の一定の区域の特性を反映させることができる都市計画

である。 

* 地区まちづくりルール 

地区のまちづくり活動により、地区の良好な住環境の保全及び都市

環境の形成に必要なルールを定め、「宝塚市開発事業における協働

のまちづくりの推進に関する条例（開発まちづくり条例）」に基づき認

定することのできる地区ごとのルール。 

* 市街化調整区域 

都市計画法７条によって定められる都市計画区域の一つで、農林業

の振興、自然環境の保全のため、市街化を抑制すべき区域。市街化

区域に対するもので、この区域内では原則的に宅地造成などの開発

行為が禁じられ、市街化を抑制することとしている。 

* 都市施設 

道路などの交通施設や公園・緑地などの公共空地、上下水道・ガス・

ごみ焼却場などの供給・処理施設、学校・図書館などの教育・文化施

設、病院・保育所などの医療・社会福祉施設などをいう。 
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５ 住宅・住環境 
 

めざすまちの姿 

● 良好な住宅を次の世代へつなぎ、誰もがずっと住み続けたいと思える魅⼒的な住環境が整って

いる。 

 
 

現状と課題 

（1）管理が⾏き届いていない空き家や、⽼朽化する

共同住宅等が増加していくことが予測されるこ

とから、管理不全を予防し良質な住宅ストック

*の維持を図っていく必要があります。 

（2）既存住宅の耐震化については、まだ耐震性の低

い住宅が存在しています。今後発生が予想され

る地震による被害を減少させるためにも、耐震

改修をはじめ住宅に対する安全性の確保など

様々な対策に取り組む必要があります。 

 

住宅⼾数及び空き家率の推移 

 
※各年 10 ⽉ 1 日現在 

資料︓総務省「住宅・⼟地統計調査」 

 

住宅の耐震化率の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚すまい・まちづくり基本計画（住宅マスタープラン） 
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* 住宅ストック 

全ての既存の住宅。 

 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）住宅ストックの活⽤促進など良好な住環境の維持 指標名 
めざす

⽅向性 

○空家の適正管理と活⽤の促進を図ります 

○⺠間住宅や市営住宅の有効活⽤と適正な維持保全を推進し、良好な住環境

を維持します 

◆ 空き家バンク*物
件登録件数  

◆ 市営住宅供給⼾
数  

（２）安⼼して住み続けられる住まいづくりの促進 指標名 
めざす

⽅向性 

○耐震診断や耐震改修の促進を図ります 
◆ 住宅の耐震化率  

 

 

* 空き家バンク 

空き家の活用を促進するため、市場に流通していない空き家につい

て、市が所有者から情報を募集するとともに、ホームページ等で広く

情報を発信することにより、利用希望者とのマッチングを図る取組。 
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６ 道路・交通 
 

めざすまちの姿 

● 歩⾏者や⾞両にとって安全で快適な道路空間の整備が進むとともに、生活を支える移動手段が

確保されている。 

 

現状と課題 

（1）都市計画道路*の整備状況は阪神間各市と比べ

て遅れています。防災機能や都市環境の向上、

地域の活性化に向け、コンパクトなまちづくり

*の観点を踏まえ、都市計画道路やそれを補完

する⼀般市道を含めた道路ネットワークの整備

が求められています。 

（2）⼈⼝減少や少子高齢化の進⾏に伴う利⽤者の減

少や運転手不⾜など、バス事業者を取り巻く社

会状況は厳しさを増す⼀⽅、高齢者などの外出

手段の確保や地域活性化など、公共交通の必要

性は増しており、既存の公共交通の利便性向上

だけではなく、新たな移動手段の確保が求めら

れています。 

（3）橋梁などの道路構造物の⽼朽化に対処するた

め、定期的な点検に基づく施設の⻑寿命化や、

修繕計画に基づく維持管理によって、管理費⽤

の抑制や平準化を図り、市⺠生活の安全性や利

便性を守る必要があります。 

（4）少子高齢社会の進⾏に伴い、すべての⼈にやさ

しい安全で快適な交通環境が求められていま

す。通学路等の安全確保や道路のバリアフリー

*化、⾃転⾞通⾏空間の整備など、交通環境の

改善を進める必要があります。 

 

都市計画道路の整備状況 

 
※Ｈ30 年 10 ⽉ 1 日現在 

資料︓国⼟交通省「都市計画現況調査 平成 30 年調査結果」 

 

バスの 1 日の平均輸送⼈員数の推移 

 
 ※各年 12 ⽉末現在 

資料︓阪急バス（株）、阪神バス（株）、阪急田園バス（株）  

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市道路網基本構想 

● 宝塚市地域公共交通総合連携計画 

※宝塚市地域公共交通網形成計画 

 

 ・・・[A]  ・・・[B]  ・・・[B/A] 　・・・[C]  ・・・[C/B]

（ha） （km） （km/km2） （km） （％）

宝塚市 2,605 48.56 1.9 35.17 72.4%

尼崎市 4,670 159.78 3.4 141.40 88.5%

西宮市 5,219 161.17 3.1 133.09 82.6%

芦屋市 969 45.66 4.7 38.40 84.1%

伊丹市 2,397 78.86 3.3 69.20 87.8%

川西市 2,302 43.66 1.9 36.35 83.3%

三田市 1,850 52.89 2.9 46.42 87.8%

猪名川町 466 13.77 3.0 13.02 94.6%
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道路

整備率
都市名

市街化区域

面積
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道路計画
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道路密度

19,403 20,482 20,892 21,091
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* 都市計画道路 

都市の骨格を形成するとともに、円滑な都市活動を確保し、良好な

都市環境を保持するための都市計画法に定める都市施設の 1 つ。 

* コンパクトなまちづくり 

 P17 参照 

* バリアフリー 

高齢者や障碍（がい）のある人などが社会生活に参加する上で生活

の支障となる物理的、精神的な障壁(バリア) を取り除くための施策、

障壁を取り除いた状態をいう。 

 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）計画的、効率的な道路整備の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○渋滞の解消や都市防災機能の充実を目指し、都市計画道路の計画的な整備

を推進します 

○北部地域を含め、道路ネットワークの形成に向けた効果的な市道の整備を

推進します 

○開発や建築⾏為に合わせ、狭隘な生活道路の整備を推進します 

◆ 都市計画道路整
備率  

◆ 道路改良率(規格
改良済)*  

（２）公共交通の利便性の向上と、新たな移動⼿段の検討 指標名 
めざす

⽅向性 

○公共交通の維持や利便性の向上を図り、新たな移動手段の確保をめざします 

○北部地域では、地域の特性に応じた公共交通の確保に努めます 

○コンパクトなまちづくりに向けて、交通結節*機能の充実を図ります 

◆ 公共交通の利⽤
者数  

（３）橋梁などの道路構造物*の⻑寿命化や計画的な修繕の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○橋梁などの道路構造物について、定期的な点検を⾏い⻑寿命化を図るとと

もに、計画的、効率的な修繕による適正な維持管理を推進します 

○市⺠からの情報収集による道路の効率的な整備を推進します 

◆ ⻑寿命化計画に
基づく橋梁の修
繕箇所数 

 

（４）すべての⼈にやさしい安全で快適な道路環境づくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○地域と連携した通学路の安全対策を推進します 

○道路や公共交通のバリアフリー化など、⼈にやさしい交通環境を整備しま

す 

○⾃転⾞ネットワーク計画に基づき、⾃転⾞通⾏空間の整備を推進します 

○環境や景観に配慮し、植栽など道路環境の適正な維持管理に取り組みます 

◆ ⾃転⾞レーン整
備延⻑  

◆ ノンステップバ
ス*の導入率  

 

  

* 道路改良率（規格改良済） 

道路の整備水準を表す指標で、道路構造令に適合（市道であれば

幅員 4m 以上）した「改良済道路」の延長の全道路延長に対する比

率。 

* 交通結節 

人や物の輸送において、複数の同種あるいは異種の交通手段の接

続のこと。また、接続が行われる場所を、交通結節点といい、鉄道で

はターミナル駅・乗換駅、バスではバスターミナル、道路交通ではイ

ンターチェンジ・ジャンクションなどをいう。 

* 道路構造物 

橋梁、トンネル、擁壁等の土工構造物及び舗装など道路に関わる構

造物。 

* ノンステップバス 

出入口の段差を無くし、乗降を容易にしたバス。 
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７ 河川・水辺空間 
 

めざすまちの姿 

● 河川の整備や⼟砂災害対策が進むとともに、うるおいや安らぎのある水辺空間がつくられてい

る。 

 
 

現状と課題 

（1）近年、集中豪⾬や大型台風の襲来などが多発す

る中、洪水や⼟砂災害発生の懸念から住⺠の不

安や関⼼が高まっており、武庫川や大堀川、荒

神川などの治水対策及び⼟砂災害特別警戒区域

（通称︓レッドゾーン）*の指定に伴う⼟砂災害

の未然防止や減災に向けた対策を推進する必要

があります。 

（2）沿川住⺠の参画と協働により実施されている河

川・水辺空間アドプト*活動団体の高齢化や叕

い手不⾜などにより、活動内容が縮⼩傾向にあ

るため、活動の活性化を促進する必要がありま

す。 

 

急傾斜地崩壊対策事業等の実施箇所数（県事業） 

 
 

河川・水辺空間アドプト活動団体数 

 

資料︓兵庫県「ひょうごアドプト⼀覧」 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市水のマスタープラン 
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* 土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン） 

急傾斜の崩壊に伴う土石等の移動等により建築物に作用する力の

大きさが、通常の建築物が土石等の移動に対して住民の生命又は

身体に著しい危害が生ずるおそれのある崩壊を生ずることなく耐え

ることのできる力を上回る区域。 

* アドプト 

行政と市民が協働して進める清掃美化活動。現在、六甲山系グリー

ンベルト整備、河川美化活動、公園の運営管理などに取り組んでい

る。 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）治水・⼟砂災害対策の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○総合治水の観点から、河川改修事業等を推進します 

○⼟砂災害特別警戒区域に関する取組を推進します 

○洪水・⼟砂災害に対する地域の防災⼒を高めます 

◆ 急傾斜地崩壊対
策事業箇所数  

（２）うるおいや安らぎのある河川・水辺空間の創出 指標名 
めざす

⽅向性 

○河川・水辺空間の利活⽤を推進します 

○河川・水辺空間活動団体を支援します 

◆ 河川・水辺空間ア
ドﾌﾟﾄ活動団体数  
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８ 上下水道 
 

めざすまちの姿 

● 安全でおいしい水が安定して供給され、公共下水も適正に処理されている。 

 
 

現状と課題 

（1）高度経済成⻑期以降に急速に整備された水道施

設が⼀⻫に更新時期を迎えようとしているな

か、⼈⼝減少などにより、水道料⾦収入等が減

少していきます。このように水道事業を取り巻

く環境が⼀層厳しくなるなかにおいても、安全

で良質な水道水を安定的に供給する必要があり

ます。 

（2）下水道施設の⽼朽化が進むなか、頻発する大⾬

や地震などの災害への備えを強化する必要があ

る⼀⽅、下水道使⽤料収入等が減少していきま

す。このように下水道事業を取り巻く環境が厳

しさを増すなかにおいても、安全・安⼼で安定

した下水道サービスを提供していく必要があり

ます。 

 

水道会計における経常収⽀⽐率*の推移 

 
 

下水道会計における経常収⽀⽐率の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市水道ビジョン 

● 宝塚市下水道ビジョン 
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* 経常収支比率 

財政構造の弾力性を判断するための指標。公営企業法が適用され

る地方公営企業の場合は、経常収益を経常費用で除して算出する

ため、100％以上が健全であるとされる。 

２ 安全・都市基盤 
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施 策 成果指標 

（１）安全で良質な水道水の安定的な供給 指標名 
めざす

⽅向性 

○良質な水道水を供給するため、きめ細かな水質管理を推進します 

○水道水の安定供給を図るため、危機管理の取組を推進します 

○市⺠から信頼され続ける水道を目指し、事業基盤の強化を図ります 

○健全な経営に支えられた水道事業の構築に取り組みます 

◆ 水源の水質事故
数  

◆ 管路の更新率  

◆ 経常収支比率  

（２）安全・安⼼で安定した下水道サービスの提供 指標名 
めざす

⽅向性 

○浸水・地震対策を強化し、クライシスマネジメント*を推進します 

○アセットマネジメント*を推進し、環境との共生の維持に努めます 

○健全な経営に支えられた下水道事業の構築に取り組みます 

◆ 浸水対策必要地
域の解消  

◆ 管渠改善率*  

◆ 経常収支比率  
 

 

 

* クライシスマネジメント 

大規模災害時においても、ライフラインとしての最低限の機能やサ

ービスを継続するため、ハード、ソフト対策を組み合わせた対策。 

* アセットマネジメント 

施設の管理のみならず、それらを持続的に提供していくための管理

体制や経営も重要な要素として一体的にとらえ最適化すること。 

 

* 管渠改善率 

管路施設に対する改築済みの管路施設の割合を表した指標（汚水

管渠のみ）。管渠の老朽化対策の状況を把握できる。 
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１ 健康・医療 
 

めざすまちの姿 

● あらゆる世代で体とこころの健康づくりが進み、安⼼で健やかに暮らしている。 

● 病院・診療所や在宅で適切な医療を受けられる環境が整い、保健、医療、福祉の連携も進んで

いる。 
 

現状と課題 

（1）平成 27 年(2015 年）に県が算定した本市の健

康寿命*は、男性が 81.16 歳、⼥性が 84.51 歳

となっており、県下では高くなっています。健

康寿命を延ばすため、生活習慣改善への啓発や、

健診の受診率向上などに取り組む必要がありま

す。また、感染症については、県の要請に基づ

き、関係機関と連携協⼒し対応する必要があり

ます。 

（2）子育て世代包括支援センターを開設して、保

健・医療・福祉・教育との連携体制を強化し、

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援に取り組

んでいます。妊産婦・乳幼児の健やかな成育、

産後うつ病や発達障碍（がい）への支援、児童

虐待防止への取組が優先課題となっています。 

（3）超高齢社会を迎え、本市でも、⼼疾患、脳血管

疾患、がん、骨折等の患者が増加してきており、

急性期*治療を終了した後の回復期や慢性期患

者向けの病床が求められています。今後の医療

ニーズを⾒据えた上で、地域の医療機関と連携

し、市⽴病院のあり⽅を検討する必要がありま

す。 

 

健康寿命の推移 

 
資料︓兵庫県 

 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 健康たからづか 21 

● 宝塚市⽴病院改革プラン 

● 宝塚市次世代育成支援⾏動計画（⺟子保健計画） 
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* 健康寿命 

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。 

* 急性期 

患者の病態が不安定となり、症状が急激に現れる時期から、治療に

よりある程度安定した状態に至るまでの時期のこと。 

３ 健康・福祉 
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施 策 成果指標 

（１）健康意識の向上とライフステージ*に応じた健康づくりの

推進 
指標名 

めざす

⽅向性 

○啓発や予防接種、食育の推進により、疾病予防や健康づくりを推進します 

○健診などにより、生活習慣病*等の早期発⾒や重症化の予防に取り組みま

す 

○啓発や⾃殺予防対策に取り組み、⼼の健康づくりを推進します 

◆ 「意識的に健康
づくりに取り組
んでいる」と回答
した市⺠の割合 

 

◆ 特定健康診査*受
診率（法定報告）  

（２）妊産婦・⼦どもへの⺟⼦保健事業の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○妊娠・出産・子育てに関する相談支援や情報提供など、妊産婦・子どもへ

の切れ目ない支援に取り組みます 

○妊娠期からの児童虐待防止や育てにくさを感じる親への支援に取り組み

ます 

◆ 健やか親子２１
問診調査で「妊
娠・出産について
満⾜している者」
の割合 

 

◆ 乳幼児健診受診
率  

◆ 健やか親子２１
問診調査で「育て
にくさを感じた
時に対処できる
親」の割合 

 

（３）安⼼・安全な地域医療体制の確保 指標名 
めざす

⽅向性 

○地域の医療機関や介護施設との連携を深めます 

○市内外の医療機関の連携により地域の救急医療体制を確保します 

○市⽴病院の集学的がん診療体制を強化します 

○新たな中⻑期計画に基づき、市⽴病院の経営の安定化を図ります 

○市⽴病院の医療機能や病床規模の⾒直しに取り組みます 

 

◆ 市⽴病院の経常
収支比率*  

◆ 市⽴病院の病床
稼働率  

◆ 市⽴病院の入院
単価*  

 

 

* ライフステージ 

人の一生を発達段階や生活段階で区分したもの。健康たからづか

21(第 2 次後期計画)では、「次世代」「成人期」「高齢期」の３段階に

区分している。 

* 生活習慣病 

食生活や運動、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が、発症や進行

に大きく関与する慢性の病気の総称。がん、心疾患、脳血管疾患、

糖尿病、高血圧性疾患などを指す。 

* 特定健康診査 

糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の予防を目的とす

る、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査

であり、各保険者が被保険者に対して実施している。市では４０歳～

７４歳の宝塚市国民健康保険被保険者を対象として実施している。 

* 経常収支比率 

 P25 参照 

* 入院単価 

入院収入を延べ入院患者で除したもので、入院収支を改善するため

には、救急の応需率を上げ、連携を強化して高度な検査や手術適応

患者の紹介数を増やしながら、退院促進を進めることで、適切な在院

日数を維持することが重要である。 
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２ 地域福祉 
 

めざすまちの姿 

● すべての⼈の⼈権が尊重され、つながり、認め合い、支え合いながら、生きがいのある暮らし

を送っている。 

● 誰もが安⼼して生活を送ることができるよう、⾝近な地域で包括的な支援が受けられる体制が

整っている。 
 

現状と課題 

（1）少子高齢化の進⾏やライフスタイルの変化に伴

い、住⺠同⼠のつながり、地域の連帯感が希薄

化しています。子どもや障碍（がい）のある⼈、

外国⼈等多様な⽴場の住⺠がお互いに理解し、

支えあうことができる共生のまちづくりを進め

ていく必要があります。 

（2）地域では、家族関係や就労状況、⾝体・精神的

な状況によって、住⺠が抱える問題が多様化・

複雑化している状況があります。複合的な課題、

制度の狭間の問題などに対し、分野横断的に相

談支援を受けることができる体制づくりを進め

る必要があります。 

 
宝塚市ボランティア活動センターにおける 

ボランティア⼈数及び団体数の推移 

 
資料︓宝塚市社会福祉協議会 

 

サロンなどの地域における常設の居場所数の推移 

 

資料︓宝塚市社会福祉協議会 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市地域福祉計画 
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３ 健康・福祉 
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施 策 成果指標 

（１）多文化・共生*型の地域づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○福祉に関する意識を高め、地域福祉活動につなげるため、福祉教育の充実

を進めます 

○課題を抱える⼈や、地域福祉の叕い手が気軽に⽴ち寄り、話し合うことが

でき、誰もが共に活躍できる多様な居場所・拠点づくりを進めます 

○地域福祉をコーディネートする⼈材や、地域福祉を叕う⼈材の掘り起こし

と育成を進めます 

◆ 福祉教育推進校
数  

◆ 市域内のサロン
等の居場所数  

◆ 高齢者学習事業
づか塾（地域活
動）累計受講者数 

 

（２）包括的な⽀援体制づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○災害など非常事態にあっても共に助け合い、誰もが安⼼を感じられるよ

う、普段からの多様な主体による⾒守り・支え合いを促進します 

○社会制度の狭間や、市⺠が抱える複合的な生活課題に対応するため、総合

相談支援体制を構築・強化します 

◆ 災害時要援護者*
避難支援組織数  

◆ （検討中）地域生
活支援会議や、地
域ケア会議の設
置数、開催数 

 

 

 

* 多文化・共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認めあい、

対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きて

いくこと。 

* 災害時要援護者 

P12 参照 
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３ ⾼齢者福祉 
 

めざすまちの姿 

● 高齢者がいきいきと活動し、健康で生きがいのある生活を送り、地域の様々な支え手になる高

齢者が増えている。 

 
 

現状と課題 

（1）高齢化が進み、介護や医療に対するニーズが多

様化するのに伴って社会保障費が増大していき

ます。高齢者の社会参加を促して介護予防に取

り組むことで、健康寿命*を伸ばし、介護が必

要になる時期を遅らせる必要があります。 

（2）高齢者が元気で⾃⽴しているときも、介護を必

要とする状態になってからも、その持てる⼒を

生かしながら、安⼼して、住み慣れた地域で暮

らし続けることができるように、地域の資源を

連携させて高齢者を支える地域包括ケアシステ

ム*を推進する必要があります。 

 
第 1 号被保険者（要介護・要⽀援認定者及び 

その他の被保険者）の推移 

 
※各年度 9 ⽉末現在 

 

介護保険給付額（標準給付費）の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市地域包括ケア推進プラン 

 

 

83 90 95 101 107 112 117 123 127 131

418.9 423.4 443.3 459.9 478.1 490.2 500.1 504.8 508.4 511.2 

502 514 538 561
585 602 617 627 635 642

83.4 82.4 82.4 81.9 81.7 81.4 81.0 80.5 80.0 79.6

16.6 17.6 17.6 18.1 18.3 18.6 19.0 19.5 20.0 20.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

200

400

600

800

1,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

要介護・要支援認定者数 その他の被保険者数

その他の被保険者比率 要介護・要支援認定者比率

（年度）

（％）（百人）

第1号被保険者のうち

120
127

137
145

154
160 167 173 173

182

0

50

100

150

200

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 （年度）

（億円）

* 健康寿命 

P27 参照 

* 地域包括ケアシステム 

高齢者が住み慣れた地域において、継続して住み続けることができ

るよう、日常生活圏域の中で、介護、予防、医療、住まい、生活支援

サービスを一体的かつ継続的に提供していく仕組み。 

３ 健康・福祉 
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施 策 成果指標 

（１）⾼齢者が⾃分らしくいきいきと暮らせる環境づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○健康⻑寿年齢の延伸を目指し、健康づくり・介護予防を推進します 

○社会参加や世代間交流を通じて、いきがいづくりを促進します 

○高齢者が抱える課題や地域課題を共有し、共に考え、⾝近な地域で支えあ

う仕組みづくりを推進します 

◆ 65 歳以上の介護
保険新規認定者
の認定申請年齢 

 

◆ 「いきいき百歳
体操」実施グルー
プ数 

 
◆ 高齢者アンケー

トで「生きがいが
ある」と回答した
市⺠の割合 

 

◆ （ 追 加 検 討 中 ）
「支え合い活動
グループ数」また
は「地域ささえあ
い会議実施数」 

 

（２）望む場所で安⼼して暮らせる体制づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○介護サービスの整備や、介護する家族の支援に向けて、多様なニーズに対

応した支援の充実を図ります 

○認知症になっても、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症施策

を推進します 

○高齢者が、医療や介護サービスを受けることとなっても、望む場所で安⼼

して暮らせるよう、医療・介護・福祉の連携を強化します 

◆ 在宅介護サービ
ス利⽤者アンケ
ートで「内容や質
に満⾜している」
と回答した市⺠
の割合 

 

◆ 高齢者アンケー
トで「認知症の⼈
や高齢者等を地
域の中で⾒守る
ことは大切だと
思う」と回答した
市⺠の割合 

 

◆ 高齢者アンケー
トで「⼈生の最期
まで⾃宅で過ご
したい」と回答し
た市⺠の割合 
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４ 障碍（がい）者福祉 
 

めざすまちの姿 

● 障碍（がい）*のある⼈が地域で⾃分らしく暮らしていくための環境づくりが進み、⾃⽴した生

活を送るとともに、社会に参加している⼈が増えている。 
 

現状と課題 

（1）障害福祉サービス（特に訪問系サービス）の需

要は増加していますが、支援者が不⾜している

ことや課題が複雑化・多様化していることから、

既存の公的サービスを活⽤しながら地域で支え

合うしくみが必要です。 

（2）宝塚市障碍（がい）者差別解消条例を制定し、

差別事案に関する申⽴てに係る助言⼜はあっせ

んを⾏う調整委員会を設置するなどの取組を進

めています。しかし、障碍（がい）のある⼈に

対する差別や虐待が未だに起きており、今後も

継続した権利擁護*に関する啓発が必要です。 

（3）子どもの発達に応じた適切な療育や発達総合相

談の実施をしていますが、これからも障碍（が

い）のある子どもが住み慣れた地域で暮らして

いけるように、保健・医療・福祉・教育の連携

や相談支援体制の充実と関係機関との連携が必

要です。 

（4）障碍（がい）のある⼈の工賃向上のための共同

受注窓⼝への補助事業や就労相談窓⼝の強化、

手話通訳者や要約筆記者の派遣、バリアフリー

*化事業などを実施しています。これからも障

碍（がい）のある⼈の地域生活を支えるために

は継続的な取組が必要です。 

 

障碍（がい）のある⼈に係る各種⼿帳の所持者数の推移 

 
 

委託相談⽀援事業所*における相談件数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市障碍（がい）者施策⻑期推進計画 

 

7,812 7,818 8,033 8,302 8,180 8,367 8,578 8,756 8,904 9,069

1,282 1,359 1,401 1,463 1,554 1,697 1,815 1,943 2,047 2,128

1,116 1,188 1,269 1,336 1,446 1,508 1,599 1,683 1,840 1,965

0

3,000

6,000

9,000

12,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

（年度）

（人）

7,566
8,055

11,473 11,762
10,620

11,633
13,642

20,010

23,304

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 （年度）

（件）

* 障碍（がい） 

 「障碍（がい）」の「碍（がい）」には「さまたげ」や「バリア」の意味がある

が、このバリアは個人の心身機能が原因で生じるものでなく、道路や

施設、制度、慣習や差別的な観念など社会的障壁との相互作用で

創り出されているもので、この社会的障壁を取り除き、誰もが人格と個

性を尊重し支え合う暮らしやすい社会の実現を図るため、平成 31

（2019）年 4 月 1 日から法令や制度、個別名称などを除く公文書にお

いて「障碍（がい）」と表記している。 

* 権利擁護 

認知症や障碍（がい）などにより、自分の権利や意思をうまく表現でき

ない・不利益に気付かない人に代わって、本人の権利を護ること。 

* 委託相談支援事業所 

市からの委託を受け、障碍（がい）のある人等の相談に応じた情報の 

提供や援助を行い、自立した社会生活を支援する事業所。 

* バリアフリー 

P21 参照 

３ 健康・福祉 
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施 策 成果指標 

（１）障碍（がい）のある⼈の⾃⽴に向けた地域⽀援体制の整備 指標名 
めざす

⽅向性 

○障碍（がい）のある⼈が地域で安⼼して暮らすため、障害福祉サービス等

の提供体制を整備します 

○障碍（がい）のある⼈の社会参加の実現を目指します 

○障碍（がい）のある⼈が安⼼して暮らせる支援体制の充実を図ります 

◆ 計画相談支援・障
害児相談支援の
利⽤者数 

 

◆社会参加に関する
相談件数  

（２）障碍（がい）のある⼈の権利擁護の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○障碍（がい）を理由とした差別の解消に取り組みます 

○障碍（がい）者虐待の防止に取り組みます 

○成年後⾒制度*の活⽤を推進します 

◆ 宝塚市障碍（が
い）者差別解消条
例の認知率 

 

◆ 成年後⾒制度の
認知率  

（３）障碍（がい）のある⼦どもの成⻑を⽀える取組 指標名 
めざす

⽅向性 

○乳幼児期からの療育・発達支援を推進します 

○障碍（がい）のある子どもの地域生活を支える取組を推進します 

○障碍（がい）のある子どもの療育に応じた障害児通所支援*等の提供体制

を整備します 

◆ 障害児通所支援
事業の利⽤者数  

（４）障碍（がい）のある⼈の就労⽀援や生活⽀援の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○障碍（がい）者就業・生活支援センターを中⼼に就労や就労定着の支援に

取り組みます 

○障碍（がい）者就労支援施設等利⽤者の工賃向上のための取組を推進しま

す 

○「シンシアのまち宝塚*」に向けたハード・ソフト両⾯での取組を推進し

ます 

◆ 障碍（がい）者就
業・生活支援セン
ターの支援によ
る就職⼈数 

 

◆ 宝塚市手話言語
条例の認知率  

 

 

* 成年後見制度 

認知症、知的障碍（がい）、精神障碍（がい）などによって判断能力

が不十分で、自分一人では契約や財産の管理などが難しい人が、

自分らしく安心して暮らせるように、本人に代わって法律行為を行っ

たり助けたりする者を選任し、本人の権利を守り、支援する制度。 

* 障害児通所支援 

児童福祉法に基づく、障碍（がい）のある児童を対象に日常生活に

おける基本的動作の指導や集団生活への適応訓練、社会との交流

促進等を行うサービスの総称。 

* シンシアのまち宝塚 

市内在住の木村佳友氏のパートナーであった介助犬シンシアにちな

み、介助犬の法的認知や、心と環境と制度のバリアフリーの推進のた

め、平成 11 年(1999 年) ５月、本市が宣言したもので、毎日新聞社が

行った介助犬キャンペーンとともに、平成 14 年(2002 年)10 月の身体

障害者補助犬法の施行につながった。 
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５ 社会保障 
 

めざすまちの姿 

● 社会保障制度により、若い世代をはじめ、あらゆる世代の⼈々の安⼼で健やかな暮らしが守ら

れている。 

 
 

現状と課題 

（1）生活保護世帯は微増で推移していますが、若い

世代をはじめ様々な世代でニート*、ひきこも

りなどの問題が深刻化しています。また、感染

症の蔓延や災害などの影響を受け経済状況が悪

化し、生活に困窮する世帯が増加することも想

定されます。就労が可能な生活保護受給者や生

活困窮者*に対する経済的⾃⽴に向けた就労支

援、高齢者や障碍（がい）者世帯の日常的・社

会的⾃⽴への支援が求められています。 

（2）国⺠健康保険事業については、被保険者数の減

少に伴い保険税収入が減少する⼀⽅、被保険者

⼀⼈当たり医療費は増加しています。福祉医療

費助成制度*については、医療費の負叕軽減の

観点から、適切な運営を図る必要があります。

後期高齢者医療制度*については、高齢化の進

展に伴い被保険者数が増加しています。 

 

生活保護世帯数等の推移 

 
※各年 4 ⽉ 1 日現在 

 

⼀⼈あたりの医療費の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

 

 

 

1,663 1,719 1,733
1,840 1,886 1,927 1,960 1,963 1,945

2,511
2,580 2,575

2,683 2,719 2,757 2,739 2,690 2,637
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（万円）

* ニート 

「Not in Employment,Education or Training」の頭文字をとった言葉

で、就業・就学・職業訓練のいずれもしていない若年層のこと。 

* 生活困窮者 

さまざまな事情により、働きたくても働けない、住む所がないなど生

活をおくるうえでの悩みや課題を抱えている人。 

* 福祉医療費助成制度 

重度障碍（がい）者、ひとり親家庭及び乳幼児・こどもを対象に、経済

的負担を軽減し、必要な医療を受けやすい環境をつくることにより、

健康の保持及び福祉の増進を図ることを目的として、医療費の自己

負担の一部を助成する制度。 

* 後期高齢者医療制度 

75 歳以上の方（65 歳以上 75 歳未満の一定の障碍(がい)がある方を

含む）が加入する独立した医療制度。対象となる高齢者は個人単位

で保険料を支払う。 

３ 健康・福祉 
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施 策 成果指標 

（１）生活困窮者等の経済的・日常的・社会的な⾃⽴の促進 指標名 
めざす

⽅向性 

○生活保護法や生活困窮者⾃⽴支援法に基づき相談支援体制の充実を図り

ます 

○個別の状況に応じた⾃⽴支援を⾏います 

○ハローワークなどとの連携による就労支援の充実を図ります 

◆ 生活保護受給者
が就労に繋がっ
た⼈数 

 

◆ 生活困窮者が就
労に繋がった⼈
数 

 

◆ ⾃⽴相談支援プ
ラン作成数  

（２）健やかな暮らしを⽀える医療保険制度等の適切な運営 指標名 
めざす

⽅向性 

○国⺠健康保険制度を健全に運営します 

○福祉医療費助成制度を適切に運営します 

○後期高齢者医療制度の適切な運営に努めます 

◆ 国⺠健康保険被
保険者⼀⼈当り
の医療費 

 
◆ 国⺠健康保険税

の収納率(現年度
分) 

 
◆ 国⺠健康保険特

定健診審査受診
率 
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１ 児童福祉・⻘少年育成 
 

めざすまちの姿 

● 意⾒表明も含めた子どもの権利が守られ、子どもの最善の利益*が実現できている。 

● 子どもたちが、豊かな⾃然や文化芸術に触れ、他の世代や地域・社会と関わり、たくさんの遊

びや学びを経験し、⼼豊かに成⻑している。 

● 妊娠期からの切れ目のない支援により、家庭環境や経済的状況に関わらず、誰もがゆとりを持

って、安⼼して子どもを生み育てることができる環境が整っている。 

 

現状と課題 

（1）子育てに関する保護者の孤⽴感や負叕感が高ま

っています。また、発達など課題を抱えた子ど

もが増加傾向にあるほか、児童虐待の通告件数

も増加しています。支援を必要とする子どもと

その保護者に対する多様な課題に対応する切れ

目ない相談支援体制が求められています。 

（2）年少⼈⼝の減少傾向のなか、多様な保育施策や

放課後児童健全育成事業*のほか、子育てと仕

事の両⽴に向けた施策に対する需要は高まって

います。⼀⽅で将来の⼈⼝減少を⾒据えた、保

育・教育の供給量と質の確保の両⾯での施策が

求められています。 

（3）子どもの健やかな育ちを支援するため、子ども

や保護者が安全で安⼼して出かけられるまちづ

くりとともに、子どもを犯罪から守り、有害図

書や情報通信機器などからもたらされる有害環

境から子どもを守る取組が求められています。 

（4）家庭や地域の⼈間関係が希薄化するなか、家庭や

地域の子育て⼒と教育⼒の向上が求められていま

す。地域資源を生かした子どもの多様な遊びや体

験、更には社会参加の機会を通じて、⻘少年の健

全育成と⾃⽴支援が求められています。 

 

保育所及び放課後児童クラブの入所児童数の推移 

 
※各年度 4 ⽉ 1 日現在 

※保育所（私⽴）には、認定こども園・⼩規模保育事業所を含む。 

 

⼦育ての負叕感の状況 

（⼦どもの成⻑と⼦育て⽀援に関するアンケート） 

 
※上段︓Ｒ1 年度、下段︓Ｈ26 年度  

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市次世代育成支援⾏動計画（宝塚市子ども・子育て支援事業計画、⺟子保健計画、子どもの貧

困対策計画） 

 

 

864 868 849 858 
761 765 775 794 776 769 

1,702 
1,806 

1,934 
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2,564 
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2,863 
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1,985 2,046 
2,135 2,140 
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

保育所（公立） 保育所（私立） 放課後児童クラブ

（年度）

（人）
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4.7

5.7

4.1

56.6

53.5

52.1

43.7

29.5

32.1

31.8

37.0

7.2
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9.8

14.8

0.4
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0.3
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就学前児童（n=1,786）

前回調査（n=1,965）

小学1～3年生（n=1,786）

前回調査（n=1,786）

とても負担

ときどき負担

あまり負担は感じない

負担を感じることはない

無回答

（％）

* 子どもの最善の利益 

子どもの権利条約第３条に規定されている用語。子どもに関係する

ことを決める際に、「子どもにとって何が一番大切なことか」を、大人

が一方的に決めるのではなく、子どもの意見も尊重しながら、子ども

の立場に立って、考えること。 

* 放課後児童健全育成事業 

下校後、保護者が就労等により家庭にいない児童を対象に、家庭機

能の補充を兼ねた生活指導を行い、児童の健全育成を図ることを目

的とした事業。市が運営する地域児童育成会の他、社会福祉法人等

が運営する放課後児童クラブがある。 

４ 子ども・教育 
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施 策 成果指標 

（１）すべての⼦どもと家庭への⽀援 指標名 
めざす

⽅向性 

○子どもの⼈権擁護を推進します 

○すべての子どもと家庭に対する妊娠期からの切れ目のない子育て支援に

取り組みます 

○様々な困難などで配慮が必要な子どもと家庭への支援の充実を図ります 

○教育、生活、就労への支援により、子どもの貧困対策に取り組みます 

◆ 「宝塚市は子育
てがしやすいま
ちだと思う」と回
答した市⺠の割
合 

 

◆ 「子育てに負叕
を感じることが
ある」と回答した
市⺠の割合 

 

（２）⼦育てと仕事の両⽴⽀援 指標名 
めざす

⽅向性 

○待機児童解消のための施策を進めるとともに、⼀時預かり事業や病児保育

事業などの多様な保育施策に取り組みます 

○放課後の健全育成の場の確保に向け、放課後児童対策に取り組みます 

◆ 「子どもの⾯倒
を⾒てくれる保
育所、放課後児童
クラブ*に入所す
ることができな
い」と回答した市
⺠の割合 

 

（３）安全安⼼の⼦育て環境づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○子育てしやすい生活環境づくりに取り組みます 

○子どもの安全・安⼼の確保に取り組みます ◆ 「子どもに対す
る犯罪や事故が
少ない」と回答し
た市⺠の割合 

 

（４）家庭や地域の⼦育て⼒の向上と⼦どもの社会参加の促進 指標名 
めざす

⽅向性 

○家庭や地域の子育て⼒・教育⼒の維持向上を図ります 

○子どもの居場所のさらなる充実を図ります 

○子どもの意⾒を生かす子ども参加型のまちづくりに取り組みます 

○⻘少年の孤⽴を防ぎ、⾃⽴と就労を支援します 

◆ 「地域で子育て
を温かく⾒守る
雰囲気がある」と
回答した市⺠の
割合 

 

◆ 中学２年生アン
ケートで「宝塚市
が好き」と回答し
た⼈の割合 

 

 

 

* 放課後児童クラブ 

P37「放課後児童健全育成事業」参照 
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２ 学校教育 
 

めざすまちの姿 

● 学校・家庭・地域のつながりの中で、子ども⼀⼈ひとりが大切にされ、未来を切り拓く子ども

たちの生きる⼒やふるさと宝塚を大切にする⼼が育まれている。 

 
 

現状と課題 

（1）本市の子どもたちは、学⼒に関しては、⼀定の

成果があるものの、⾃尊感情*、⾃己有⽤感*や

規範意識の高まりに課題があるほか、基礎的な

運動能⼒にも課題があります。知・徳・体のバ

ランスの取れた、⼼豊かで、元気のある子ども

たちを育てていくことに重点を置いた取組を進

めていく必要があります。 

（2）⼩ 1 プロブレム*や中⼀ギャップ*などの課題、

恒常化する⻑時間勤務に伴う教職員の時間的・精

神的負叕の増大、中堅教職員の層の薄さ等に起因

する管理職候補者の不⾜、校舎や屋内運動場の⽼

朽化、通学路の安全確保、少子化や住宅開発に伴

う学校規模格差の広がり、急速な情報化社会の進

展に伴うＩＣＴの活⽤などの課題の解決に向け

た取組を進め、これからの社会を生きていく⼒の

育成につなげていく必要があります。 

（3）地域とのつながりの希薄化による学びの機会の

減少や、核家族*化の進⾏に伴う家庭の教育⼒

の低下、ひとり親家庭の増加等に伴う子どもの

貧困問題などが指摘される中、学校、家庭、地

域との⼀層の連携、協働体制づくりを進めてい

く必要があります。 

 
地域による⼦どもの育成の取り組みについての考え 

（市⺠アンケート調査） 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市教育振興基本計画 

 

 

3.4

4.5

4.2

25.7

33.0

29.3

15.8

14.3

14.1

3.4

3.5

4.3

50.6

43.7

44.4

1.2

1.0

3.7

0 20 40 60 80 100

H30年度（n=1,259）

H28年度（n=1,368）

H25年度（n=1,630）

十分に取り組まれている

どちらかというと、よく取り組まれている

あまり取り組まれていない

取り組まれていない

わからない

無回答

（％）

* 自尊感情 

心理学用語 Self Esteem の訳語として定着した概念。一般的には、

「自己肯定感」「自己存在感」「自己効力感」等の語などとほぼ同じ意

味合いで用いられている。 

* 自己有用感 

他者や集団との関係の中で、自分の存在を価値あるものとして受け

止める感覚。 

* 小 1 プロブレム 

小学校に入学したばかりの１年生で、集団行動がとれない、授業中

に座っていられない、先生の話を聞かないなどの学校生活になじめ

ない状態が続くこと。 

* 中一ギャップ 

小学生から中学１年生になったことがきっかけで、学習内容や生活リ

ズムの変化になじめず不登校になったり、友人関係のトラブルやいじ

めなどが起こるといった現象。 

* ICT 

P5 参照 

* 核家族 

家族形態のひとつで、（1）夫婦のみ、（2）夫婦とその未婚の子ども、

（3）男親あるいは女親とその未婚の子どものいずれかからなる家族の

こと。 

４ 子ども・教育 
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施 策 成果指標 

（１）⼦どもの「生きる⼒」の育成 指標名 
めざす

⽅向性 

○子ども⼀⼈ひとりが大切にされ、共に育つ教育を進めます 

○学ぶ意欲を高め、確かな学⼒の定着を図ります 

○⼼⾝ともに健やかな子どもを育てます 

○命の大切さや多様性について理解し、思いやりの⼼を持つ子どもを育てます 

○時代に対応できる子どもを育てます 

○ことばを大切にし、感性豊かな子どもを育てます 

◆ 中学 2 年生にお
ける新体⼒テス
トの結果（全国平
均を上回る種目
数︓男⼥計 16 種
目） 

 

◆ 新規不登校児童
生徒出現率  

◆ ＩＣＴ機器を利
⽤した授業を分
かりやすいと評
価した児童・生徒
の割合 

 

（２）学校園、教職員の教育⼒の向上 指標名 
めざす

⽅向性 

○学校園の組織の充実を図ります 

○学校教育を叕う⼈材の育成に努めます 

○安全・安⼼な学校園の整備を進めます 

○時代に応じた教育環境の整備に努めます 

◆ 現職研修を受講
した教職員の内、
「理解できた」と
評価した教職員
の割合 

 

◆ トイレの洋式化
率  

（３）市⺠全体による⼦どもの⽀援 指標名 
めざす

⽅向性 

○家庭・地域と連携し、子どもの発達を支援します ◆ 学校支援ボラン
ティアの活動回
数 

 
◆ 「地域全体で子

どもの育成に取
り組んでいると
思う」と回答した
市⺠の割合 
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３ 社会教育 
 

めざすまちの姿 

● 誰もが生涯を通じて学ぶことができるとともに、学ぶことがその⼈の生きがいや⼼豊かな生活

につながり、まちづくりにも生かされている。 

● 様々な⼈がスポーツに親しみ、その活動がその⼈の生きがいや健康・体⼒づくり、⻘少年の健

全育成などにつながっている。 
 

現状と課題 

（1）多様化する現代的課題やライフステージ*にお

いて抱える課題の解決に向けた、誰もが学べる

場と機会の提供が求められており、公⺠館を中

⼼に学習機会の充実が必要です。図書館におい

ても、生涯学習・情報発信の拠点としての機能

とともに、多様なイベントや展示を通じて、交

流の場、⼼豊かに過ごせる居場所としての機能

が求められています。また、市⺠の財産である

文化財の適切な保全と活⽤に向けた取組が求め

られています。 

（2）地域におけるスポーツの振興や市⺠の健康・体

⼒づくりのため、より多くの市⺠がスポーツに

親しめるよう、⾝近にスポーツを⾏う機会の提

供や活動団体への支援の取組、安⼼してスポー

ツ活動ができる環境が求められています。 

 
学習活動（学校教育以外のもの）への参加状況 

（市⺠アンケート調査） 

 
 

スポーツ系施設利⽤⼈数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市教育振興基本計画 

 

 

23.2

23.9

21.2

75.6

74.9

75.8

1.1

1.2

3.0

0 20 40 60 80 100

H30年度（n=1,259）

H28年度（n=1,368）

H25年度（n=1,630）

参加した 参加していない 無回答

（％）

67.7 69.1 

77.5 78.7 

99.4 

121.6 

133.6 
128.2 

119.6 

40

60

80

100

120

140

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 （年度）

（万人）

* ライフステージ 

人の一生を発達段階や生活段階で区分したもの。 

 

４ 子ども・教育 
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施 策 成果指標 

（１）生涯を通じて学ぶことのできる環境の充実 指標名 
めざす

⽅向性 

○学びをまちづくりに生かします 

○魅⼒ある図書館づくりを進めます 

○ふるさと宝塚の文化遺産を守り、活⽤します 

◆ 公 ⺠ 館 登 録 団
体・グループ数  

◆ 図書館での市⺠
１⼈当たり貸出
冊数 

 

（２）スポーツに親しむ環境づくりの推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠のスポーツライフを支援します ◆ 市⽴スポーツ施
設利⽤者数  

◆ 成⼈の週１回以
上の運動・スポー
ツの実施率 
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１ 都市景観 
 

めざすまちの姿 

● 北部地域の田園・農村景観、⼭並みを背景とした⾃然景観、文化を感じる街並み景観が調和し

た宝塚らしい景観が保たれ、魅⼒を増している。 

 

現状と課題 

（1）市街地の緑地などが開発により住宅地に変化す

るなど、時代の流れとともにまちの景観は変化

してきています。「宝塚らしい景観」を創出し維

持保全していくためには、宝塚市景観計画で定

めた指針や⽅針、基準を守ることや、屋外広告

物の規制・誘導を⾏うなど、環境の変化に適切

に対応することが必要です。 

 

景観計画特定地区の指定数と指定面積の推移 

 
※景観計画特定地区は都市景観形成地域を含む。 

 

市域全体の景観保全への市の取り組み（市⺠アンケート調査） 

 
 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市景観計画 

 

 

235 235 

271 275 275 
297 300 300 300 300 

14 14

17
18 18

20
21 21 21 21

6

12

18

24

30

36

60 

120 

180 

240 

300 

360 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

景観計画特定地区指定面積 景観計画特定地区指定数

（年度）

（ha） （地区）

1.7

1.3

1.5

18.3

17.7

17.5

44.7

47.5

45.0

13.3

13.2

12.0

6.7

5.5

6.0

13.7

13.2

15.4

1.6

1.6

2.6

0 20 40 60 80 100

H30年度（n=1,259）

H28年度（n=1,368）

H25年度（n=1,630）

十分できている

できている

普通

あまりできていない

できていない

わからない

無回答

（％）

５ 環境 
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施 策 成果指標 

（１）宝塚市景観計画に基づく「宝塚らしい景観」の魅⼒の向上 指標名 
めざす

⽅向性 

○景観に関する情報を発信し、市⺠意識の向上を図ります 

○新たな⼟地利⽤において良好な景観を誘導します 

○景観計画特定地区*の指定により良好な景観の維持保全を推進します 

○新たな制度設計やガイドラインについて検討します 

○屋外広告物の規制・誘導を⾏い、違法掲出物の減少をめざします 

◆ 「市域全体の景
観保全への市の
取り組みが十分
できている⼜は
できている」と回
答した市⺠の割
合 

 

 

 

* 景観計画特定地区 

地区のまちづくり活動により、良好な景観の形成に必要なルールを

定め、そのルールに基づき個性豊かなまちづくりを進めるためのもの

で、景観法に基づく景観計画に位置付けられている地区ごとの計

画。 
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２ 緑化・公園 
 

めざすまちの姿 

● まちをうるおす「みどり」の整備が進み、住む⼈、訪れる⼈を魅了しているとともに、地域ニ

ーズにあった活動の場として公園の魅⼒が増している。 

 
 

現状と課題 

（1）公園アドプト*制度により⾃治会等の活動団体

が管理している公園数は増加傾向にあります

が、構成員の高齢化、叕い手不⾜が課題となっ

ているため、活動団体数や活動公園数の増加に

向けた取組を推進する必要があります。 

（2）公共施設やまちかどなどで緑化（花）に取り組

む地域緑化モデル地区指定団体*数は近年横ば

い状態にあり、構成員の高齢化、叕い手不⾜が

課題となっているため、活動団体数の増加や活

性化に向けた取組を推進する必要があります。 

（3）緑地や⾥⼭・まち⼭*の保全活動団体数は横ば

い状況にあり、構成員の高齢化、叕い手不⾜が

課題となっており、活動団体数の増加や活性化

に向けた取組を推進する必要があります。 

 

市⺠団体などが管理するアドプト公園数 

 
 

緑化（花）活動への取り組み状況（市⺠アンケート調査） 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市緑の基本計画 
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 （年度）

（か所）

12.6

15.8

14.8

23.4

27.4

25.5

29.5

26.1

26.6

33.8

29.7

31.0

0.7

0.9

2.1

0 20 40 60 80 100

H30年度（n=1,259）

H28年度（n=1,368）

H25年度（n=1,630）

日常的に取り組んでいる

できる限り取り組むようにしている
あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない
無回答

（％）

* アドプト 

P23 参照 

* 地域緑化モデル地区指定団体 

地域住民の積極的な緑化運動を奨励するとともに、広く市民に花と

緑の豊かな生活環境づくりを呼びかけることを目的に、公園や道路

などの公共空間において、花壇づくりや環境緑化啓発などの緑化運

動を推進する団体。 

* まち山 

かつては里山として利用されていた、まちの小さな山に残された樹

林。住宅地に隣接する孤立林だが、周辺住民からみると身近で重要

な自然であり、都市部の生物多様性保全を進めるにあたって核となる

樹林であることから、山地や丘陵の大規模樹林とは区別して「まち山」

と位置付けている。 

５ 環境 
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施 策 成果指標 

（１）地域の特性やニーズに応じた都市公園*等の利活⽤の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○地域ニーズに合った公園整備を推進します 

○公園の特性に応じた多様な主体による管理運営を推進します 

○地域の特性に応じた街路樹の整備に取り組みます 

◆ 公園アドプト制
度により市⺠団
体などが管理す
る公園数 

 

（２）緑豊かで美しく潤いのある都市空間形成の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠の緑化意識の醸成を図ります 

○⺠有地の緑化を推進します 

○地域緑化モデル地区指定団体を支援します 

◆ 地域緑化モデル
地区指定団体数  

（３）緑地や⾥⼭・まち⼭の保全・再生の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○緑地や⾥⼭・まち⼭の保全活動を促進します 

○緑地や⾥⼭・まち⼭の保全活動団体を支援します ◆ 緑地や⾥⼭・まち
⼭の保全活動参
加者数 

 

 

 

* 都市公園 

国営公園及び地方公共団体が設置する公園および緑地。 
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３ 環境保全 
 

めざすまちの姿 

● ⾃然とのふれあいや学びを通して、環境への関⼼が高まり、生物多様性*が保全され、⼈の営み

と⾃然がつながっている。 

● 地球温暖化*の防止に向け、省エネルギー化の取組や再生可能エネルギー*の導入が進んでいる。 

 

現状と課題 

（1）省エネルギー化は進み、温室効果ガス*の排出

量は減少しているものの、エネルギーの減少率

は鈍化しています。また、再生可能エネルギー

については、その目標に対して現状値は低く、

目標達成は困難な状況となっています。 

（2）市内の生物多様性の実態を把握するために基礎

調査を実施していますが、多くの時間が必要と

なります。また、プラスチックごみによる海洋

生物に対する汚染問題や外来生物問題等につい

ての理解を深めるための市⺠啓発が必要です。 

（3）公共⽤水域の水質の監視や⾃動⾞等の騒⾳や大

気等の常時監視を⾏い、環境影響に係る情報の

提供や指導等を⾏っています。近年は、規制の

かからない範囲での、におい、低周波、振動や

生活騒⾳等に関する苦情が増加傾向にありま

す。 

（4）環境に対して関⼼や理解をもってもらうため、

親子で参加できるイベントの充実や教育現場と

の連携を高める努⼒をしています。また、環境

保全のため⾃発的に活動を⾏う⼈材の育成とし

て、たからづか環境マイスター制度*の活⽤を

進めています。 

 

市内家庭・業務・産業における電気の再エネ活⽤率の推移 

 
 

市内の⾃然環境の保全状況についての考え（市⺠アンケート調査） 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市環境基本計画 
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H30年度（n=1,259）

H28年度（n=1,368）

H25年度（n=1,630）

よく保全されている

どちらかというとよく保全されている

あまり保全されていない

全く保全されていない

わからない

無回答

（％）

* 生物多様性 

生態系、種、遺伝子の多様性があること。ひとつひとつに個性がある

生命が、網の目のようにさまざまな関係でつながっていること。 

* 地球温暖化 

産業化社会における石油・石炭の大量消費により、二酸化炭素やメ

タンなどの温室効果ガスの排出量が大幅に増加し、地球全体の平

均気温が上昇する現象のこと。 

* 再生可能エネルギー 

「エネルギー源として永続的に利用することができると認められるも

の」として、太陽光・風力・水力・地熱・太陽熱・大気中の熱その他の

自然界に存する熱、バイオマスが規定されており、資源が枯渇せず

繰り返し使え、発電時や熱利用時に地球温暖化の原因となる二酸化

炭素をほとんど排出しない優れたエネルギーのこと。 

* 温室効果ガス 

大気を構成する気体であって、地表からの赤外線の一部を吸収して

熱に変え、温室効果をもたらす気体の総称。代表的なものに二酸化

炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O)等がある。 

 

５ 環境 
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施 策 成果指標 

（１）温室効果ガス排出量の削減 指標名 
めざす

⽅向性 

○エネルギー消費量の削減を進めます 

○再生可能エネルギーの導入を推進します 

◆ 温室効果ガス排
出量  

◆ 太陽光発電シス
テム*の設置件数
（累計） 
※全量買取及び余

剰買取分 

 

（２）多様な生物が存在する豊かな⾃然環境の保全 指標名 
めざす

⽅向性 

○生物多様性の保全対策を充実します 

○生物多様性の保全意識の向上を図ります 

○特定外来生物*に関する情報提供、適正な駆除を⾏います 

◆ 環境保全活動団
体数（参加⼈数）  

◆ 「豊かな⾃然環
境が保全されて
いると思う」と回
答した市⺠の割
合 

 

（３）健康に暮らせる環境の維持 指標名 
めざす

⽅向性 

○環境公害の未然防止に努めます 

○公共⽤水域の水質保全に努めます ◆ 環境基準達成率
（大気質、水質、
騒⾳） 

 

（４）環境保全を叕う⼈材の育成 指標名 
めざす

⽅向性 

○環境教育・学習を推進します 

○環境保全活動を支援します 

◆ たからづか ECO
講座の受講者数
（累計） 

 

◆ たからづか環境
マイスター登録
者数 

 
 

 

* たからづか環境マイスター制度 

地域の環境保全活動のリーダーや環境学習の指導者となる人材を

たからづか環境マイスターに認定し、マイスターを中心として、市民

活動団体や事業者等が自律的に、又は相互に連携、協働しながら

地域の環境保全活動を推進することを目的とする制度。 

* 太陽光発電システム 

太陽の光エネルギーをソーラーパネルで吸収し、電気エネルギーへ

と変換し、家庭などで利用できるようにするシステム。 

* 特定外来生物 

海外から国内に入ってきた生物（交雑し生まれたものを含む）で、そ

の土地にそれまでにいた生物と性質が異なることにより生態系、人の

生命若しくは身体又は農林水産業に係る被害を及ぼし、又は及ぼす

おそれがあるものの個体（卵、種子を含み、生きているものに限る。）

及びその器官。 
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４ 循環型社会 
 

めざすまちの姿 

● ごみの発生を抑え、資源のリサイクルが進むなど循環型社会*づくりが進んでいる。 

 
 

現状と課題 

（1）本市におけるごみの資源化は、国平均、県平均

から⾒ても進んでいますが、市⺠⼀⼈が１日に

出すごみの排出量は国平均を上回っており、資

源化の前にごみを作らない取組が必要です。⼀

⽅、事業系ごみの増加など焼却ごみ量について

は、まだまだ削減の余地があり、さらなる減量

化施策が必要になります。 

（2）本市のごみ処理施設は稼働後 30 年以上となる

ことから、施設の適正管理、計画修繕を実施し

確実なごみ処理の継続が必要です。⼀⽅、新ご

み処理施設の整備を着実に推進し、安全で安定

したごみ処理の確保が必要です。また、高齢化

等に伴う⼀⼈世帯の福祉収集*のニーズが高く

なっています。 

 

⼀⼈１日平均ごみ排出量(g/⼈・日) 

 
資料︓環境省「⼀般廃棄物処理実態調査 都道府県別データ及び全体集

計結果 ごみ処理状況」 

 

福祉収集の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市環境基本計画 
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* 循環型社会 

「大量生産・大量消費・大量廃棄型」の社会に代わるものとして、［1］

廃棄物等の発生抑制［2］循環資源の循環的な利用及び［3］適正な

処分が確保されることによって、天然資源の消費を抑制し、環境へ

の負荷ができる限り低減される社会。（宝塚市一般廃棄物処理基本

計画より） 

* 福祉収集 

ご自身でごみステーションまでごみを出すことが困難な一人暮らしの

高齢者又は障碍（がい）のある人を対象に自宅までごみを収集に行く

サービス。 

 

５ 環境 
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施 策 成果指標 

（１）ごみの減量・資源化の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○３Ｒ*の取組を推進します 

○事業系ごみの分別徹底と減量化を図ります 

○焼却ごみの削減を図ります 

◆ 市⺠１⼈１日当
たりの燃やすご
み平均排出量（家
庭系ごみ） 

 

◆ 事業系燃やすご
み排出量  

◆ 焼却ごみ量  

（２）安全で安定したごみ処理 指標名 
めざす

⽅向性 

○ごみ処理施設を適切に維持管理します 

○市⺠に信頼される新ごみ処理施設を整備します 

○高齢化に対応した収集に取り組みます 
◆ 施設の緊急停止

回数  

 

 

* ３Ｒ 

Reduce( リデュース)：ごみの発生抑制、Reuse( リユース)：再使用、

Recycle( リサイクル) ： 再生利用の優先順位で廃棄物の削減に努

めること。 
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５ 都市美化・環境衛生 
 

めざすまちの姿 

● まちの美化活動により、きれいで快適な生活環境が保たれている。 

 
 

現状と課題 

（1）宝塚を美しくする市⺠運動*については、⾃治

会の加入率低下に伴い、参加⼈数が減少傾向に

あります。また、タバコに関する苦情が依然と

してあり、更なるマナー意識の向上のための啓

発が必要となっています。 

（2）ペットに関わる苦情が多く、飼い主のより⼀層

のマナー向上が必要となっています。また、狂

⽝病予防のため、予防注射の接種率の更なる向

上も必要です。霊園については、現時点では計

画した貸出数を上回っていますが、霊園のより

⼀層の魅⼒向上のため、新しい墓地の貸出形態

の調査・研究が必要です。 

 

宝塚を美しくする市⺠運動の参加⼈数及び団体数の推移 

 
※参加⼈数、参加団体数は春（5 ⽉）秋（11 ⽉）の年 2 回の合算数。 

 

狂犬病予防注射接種率の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市環境基本計画 
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* 宝塚を美しくする市民運動 

春と秋の年２回、各 11 日間実施する市民運動。市民が道路や公園

などの公共の場所のごみを回収し、側溝の泥上げなどを行う市民一

斉清掃のほか、不法看板や放置自転車などの撤去を行う。本計画

では、主に市民一斉清掃のことを指す。 

 

５ 環境 
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施 策 成果指標 

（１）市⺠との協働による美化活動の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○まちを美しくするという市⺠意識の維持・向上に努めます 

○ごみの不法投棄防止対策を進めます 
◆ 「宝塚を美しく

する市⺠運動」参
加者数 

 

（２）環境衛生の維持 指標名 
めざす

⽅向性 

○ペットの適正管理を進めます 

○害虫発生の未然防止を図ります 

○墓地の⻑期的・安定的な供給を推進します 

◆ 狂⽝病予防注射
接種率  

◆ 飼い主のいない
猫の不妊・去勢手
術費助成⾦に係
る手術実施数（累
計） 
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１ 観光 
 

めざすまちの姿 

● 既存の地域資源が活⽤されるとともに、新たな魅⼒も創出され、その魅⼒が市内外・国外に伝

わり、訪れる⼈が増えている。 

 

現状と課題 

（1）観光入込客数は寺社参拝と観劇が多く、温泉、

ゴルフ、手塚治虫記念館等日帰りの割合が高い

状況です。その他、新名神高速道路宝塚北ＳＡ

の約 300 万⼈が加わり、平成 30 年度（2018

年度）に約 1180 万⼈になりました。その上で

地域資源の磨き上げと掘り起こしを⾏い、持続

的な観光振興を図っていく必要がありますが、

宝塚歌劇以外の観光資源の認知度が比較的低

く、宝塚の様々な資源を活⽤した観光の展開が

弱い状況です。 

（2）積極的な誘客には、国内外へ宝塚が持つ様々な

地域資源の魅⼒を組み合わせて発信する必要が

ありますが、その情報発信⼒に課題があります。

また、魅⼒ある各地域資源が独⽴して点在し、

⼀つの物語としての発信が弱いことも課題とな

っています。 

（3）受け入れ環境の整備により、国内外からの来宝

者と市⺠がつながるまちづくりを推進する必要

がありますが、観光客数に比例した経済効果の

実感が少ない状況です。効果が期待できる外国

⼈観光客は、国際情勢に左右されやすいことか

ら、国内需要をしっかりと固め、地域内で⼈と

お⾦が循環する仕組みや体制づくり、合意形成

などがより⼀層求められます。 

 

観光入込客数の推移 

 

 

外国⼈観光客数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市産業振興ビジョン 

● 宝塚市観光集客戦略（宝塚市観光振興戦略に改名予定） 
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６ 観光・産業・文化 
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施 策 成果指標 

（１）地域資源の磨き上げと掘り起こし 指標名 
めざす

⽅向性 

○ウェルネスツーリズム*の促進を図ります 

○地域間の周遊性の向上を図ります 

○多様な⼈材が協働して参加するコンテンツ*開発に取り組みます 

◆ 観光入込客数  

◆ 宿泊者数  

◆ 外国⼈観光客数  

（２）積極的な誘客に向けた国内外への情報発信 指標名 
めざす

⽅向性 

○積極的な誘客の展開に取り組みます 

○観光情報（資源）の積極的な発信に取り組みます 

○観光資源の利⽤に向けた市⺠へのＰＲに取り組みます 

◆ 観光入込客数  

◆ 外国⼈観光客数  

（３）持続可能な観光振興に向けた環境整備 指標名 
めざす

⽅向性 

○来宝者に向けたインフラ*整備に取り組みます 

○観光に携わる関係者の合意形成と⼈材の育成を図ります 

○観光消費額拡大を目指します 

◆ 観光入込客数  

◆ 外国⼈観光客数  

◆ 観光消費額  
 

 

* ウェルネスツーリズム 

旅先でのその土地ならではの自然、文化、スパ、ヨガ、瞑想、フィット

ネス、ヘルシー食、レクリエーション、交流などを通して、心と体の健

康に気づく旅、地域の資源に触れ、新しい発見と自己開発ができる

旅、原点回帰し、リフレッシュし、明日への活力を得る旅のこと。 

* コンテンツ 

人間の創造的活動により生み出されるもののうち、教養または娯楽の

範囲に属するものを表す。具体的には、小説、映画、テレビ番組、マ

ンガ、アニメなど。 

* インフラ 

道路・通信・公共施設など「産業や生活の基盤となる施設」のこと。 
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２ 商工業 
 

めざすまちの姿 

● 起業・創業が盛んになり、地域特性を生かした宝塚らしい産業が成⻑し、その魅⼒が発信され、

市内で買い物する⼈や働く⼈が増えている。 

 

現状と課題 

（1）新事業創出支援に取り組む⺠間施設などが誕生

してきている⼀⽅、後継者不在による既存事業

所の休廃業が増加するリスクがあります。今後、

起業促進を進めていく中で、それら起業家と後

継者不在の事業所とのマッチングに取り組む必

要があります。 

（2）製造業の集積が少なく、製造品出荷額が阪神間

で 3 番目に低い状況です。また、買回り品*な

どは近隣市の大規模集客施設に消費がシフトし

ています。既存製造業の市外流出防止や、市内

買い物環境向上などによる地域経済循環の促進

を図る必要があります。また、感染症の蔓延な

ど社会情勢が変化する中でも持続可能な事業展

開に対応する必要もあります。 

（3）地域経済循環率*が低水準にある⼀⽅、これま

でにない新たな事業に取り組む事業者が生まれ

ており、創造性に富む資源も市内に多く存在し

ています。今後、それら事業者や資源を最大限

活⽤し、本市の魅⼒を創出・発信する必要があ

ります。 

 

起業した事業者数の推移 

 
 

購入場所の推移（市⺠アンケート調査） 

［日⽤品など］ 

 
 

［趣味性・ファッション性が⾼い品や⾼級品など］ 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市産業振興ビジョン 

● 宝塚市商工業振興計画（仮称） 
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* 地域経済循環率 

生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値であり、地域経済の自

立度を示している。（値が低いほど他地域から流入する所得に対す

る依存度が高い。） 

* 買回り品 

耐久消費財（長期間の使用に耐える消費財。家具、乗用車など。）・

呉服(和服用織物の総称)のように、品質・価格などを顧客が十分に比

較検討して買い求める商品。 

 

６ 観光・産業・文化 
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施 策 成果指標 

（１）新たな事業の創出 指標名 
めざす

⽅向性 

○起業しやすい⼟壌づくりに取り組みます 

○創造性の発揮による新事業創出を支援します 

○次世代の創造性豊かな叕い手育成に取り組みます 

◆ 起業した事業者
数  

◆ デザイナーとマ
ッチングした事
業者数 

 

（２）まちの活性化 指標名 
めざす

⽅向性 

○個店からエリア全体の魅⼒向上を図ります 

○既存事業所の市内⽴地継続支援に取り組みます 
◆ 市内商品販売額  

◆ 1 事業所あたり
製造品出荷額等
（製造業のみ） 

 

（３）宝塚ブランドを生かした魅⼒創出 指標名 
めざす

⽅向性 

○シビックプライド*の醸成による地域内経済循環の向上を図ります 

○産業施策と文化芸術施策の連携を促進します 
◆ 市内商品販売額  

 

 

* シビックプライド 

都市に対する市民の誇りを指す言葉。日本語の「郷土愛」といった

言葉と似ているが、単に地域に対する愛着を示すだけではなく、自

分はこの都市を構成する一員でここをより良い場所にするために関

わっているという意識を伴う。 
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３ 農業 
 

めざすまちの姿 

● 多くの⼈が⾝近に「農」に触れるとともに、農業を志す⼈が増え、「花き・植⽊」や「⻄⾕野菜」

などの農産物や加工品のブランド化が進んでいる。 

 
 

現状と課題 

（1）農業者の高齢化が進むとともに、後継者の確保

が十分ではないため、農家数が減少し、維持困

難な農地が増加しています。また、生産緑地*

の解除に伴う都市農地*減少が懸念される中、都市

農地の持つ多様な機能の発揮が求められます。

次世代の叕い手の確保を進め、環境やニーズに

合わせた農業を発展させていく必要がありま

す。 

（2）⼈⼝減少時代にあって、北部地域では都市部に

比べて著しく⼈⼝が減少し、集落の活動にも支

障が出ています。また、経済活動の多様化によ

り農業をとりまく環境は大きく変化し、状況に

応じた柔軟な対応が求められています。異業種

と連携し、地域資源を活⽤する新たな農業の展

開が求められます。 

（3）食料の安定供給に農業が果たしている役割をは

じめとして、農地の有する多⾯的機能や市⺠⾃

⾝が⼟に触れる豊かな生活を知っていただき、

農業のすそ野を広げていく必要があります。 

 

農家⼾数の推移 

 
 

新規就農者数の推移 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市産業振興ビジョン 

● 宝塚市農業振興計画 
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* 生産緑地 

市街化区域における一定面積（本市は 300 ㎡）以上の一団の農地

で、30 年以上継続して農業を行う農地として市町村が指定する。固

定資産税、都市計画税が軽減されるほか、相続税の納税猶予の特

例がある。多くの生産緑地が令和 4 年(2022 年）に指定後 30 年を迎

えることから、宅地等への転用等による農地の減少が懸念されてい

る（30 年経過後は 10 年単位で延長可）。 

* 都市農地 

市街化区域内において、農産物の供給機能に加えて、防災、景観形

成、環境保全、農業体験・学習の場、農業や農業政策に対する理解

の醸成等の多様な機能の発揮が期待される農地。 

６ 観光・産業・文化 
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施 策 成果指標 

（１）農業の持続的な発展 指標名 
めざす

⽅向性 

○次世代の叕い手を確保します 

○地域に根付いた農業生産を推進します 

○農地や農業⽤施設の適正な維持管理に努めます 

○有害鳥獣による農作物被害の減少を図ります 

○都市農業*の振興を図ります 

◆ 集落営農*組織数  

◆ 農地集積率*  
◆ 有害鳥獣による

農作物被害額  

（２）農業の新たな価値創出の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○「農」を支える交流や農村への移住・定住等を促進します 

○農商工連携や異業種交流の取組を推進します 

○農福連携*など農地の新たな活⽤に取り組みます 

○スマート農業や再生可能エネルギーなど新技術の導入を進めます 

◆ 「農」に関するﾓ
ﾉ・ｺﾄ・ﾊﾞ*登録数  

（３）「農」に触れ「農」を知る機会の創出 指標名 
めざす

⽅向性 

○「農」に触れる機会の創出を図ります 

○「農」に関する普及啓発活動を推奨します 

○「地産地消*」の取組の支援を⾏います 

○地域の特性を生かした観光農業を活性化します 

◆ 市⺠農園利⽤者
数  

◆ 農に関する講習
会等実施数  

 

 

* 都市農業 

市街地及びその周辺の地域において行われる農業をいう。 

* 集落営農 

集落や地域をまとまりとして共同で農機具を所有したり、農作業を行

ったりすること、あるいはそのための組織。任意団体のほか一元的経

理を行う「特定農業団体」、さらに進んだ経営体として「農業生産法

人」など様々な形態がある。 

* 農地集積率 

認定農業者など地域農業の担い手が、農地の取得や借り入れを行

い、利用する農地面積を拡大することを農地の集積といい、これら担

い手に集積された農地の比率を農地集積率という。 

 

* 農福連携 

農業分野で障碍（がい）のある人や高齢者等（以下「障碍（がい）のあ

る人等」という。）が活躍することで、自信や生きがいを持って社会参

画を実現していく取組。農福連携に取り組むことで、障碍（がい）のあ

る人等の就労や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不

足や高齢化が進む農業分野において、新たな働き手の確保につな

がる可能性もある。 

* モノ・コト・バ 

宝塚市らしいモノ（物）・コト（事）・バ（場）を宝塚ブランド「モノ・コト・バ

宝塚」として選定し、市内外へ広くアピールすることで、市内の事業者

や市民を応援する取組。 

* 地産地消 

地域で生産された農産物や水産物を地域で消費すること。 
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４ 雇⽤・労働環境 
 

めざすまちの姿 

● 多様な働き⽅が広がり、働く意欲を持つすべての⼈が安⼼していきいきと働いている。 

 

現状と課題 

（1）労働⼒⼈⼝*は減少傾向が続き、企業の⼈手不

⾜感が高まっています。また、⼥性の労働⼒率

*は増加しているものの、育児などを理由とし

た離職、いわゆる M 字カーブ*は依然、国や県

平均と比較しても顕著に表れています。高齢者

や⼥性などの多様な就労の実現が課題です。 

（2）昼夜間⼈⼝比率*は 80％前後であり、市外へ勤

務する⼈の割合が高い状況にあります。また、

市内事業所数が減少傾向にあることや、感染症

の蔓延などによる影響もあり、雇⽤環境が悪化

することが予想されます。今後、就労を希望す

るすべての⼈への雇⽤環境の整備が必要です。 

（3）事業主と労働者の間や、労働者同⼠でのトラブ

ルが起きた場合、労働者はどうしたらよいのか

分からないといった状況があります。そのよう

なトラブルの際、⾃⾝がどのように⾏動すべき

かを知るための知識向上の取組や、相談窓⼝の

周知・充実を図る必要があります。 

 

⼥性の５歳階級別労働⼒率の推移 

 
※Ｈ27 年 10 ⽉ 1 日現在 

資料︓国勢調査 

 

昼夜間⼈口⽐率の推移 

 
※各年 10 ⽉ 1 日現在 

資料︓国勢調査 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市労働施策推進計画 
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* 労働力人口 

15 歳以上の人口のうち、「就業者」と「完全失業者」を合わせたもの。 

* 女性の労働力率 

女性の 15 歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）

の割合。 

* M 字カーブ 

女性の労働力率が、結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し、育児

が落ち着いた時期に再び上昇するという、いわゆるＭ字カーブを描く

こと。 

* 昼夜間人口比率 
ある 1 つの地域における夜間人口 100 人あたりの昼間人口の比率。 

この比率が低いほど市外に通勤・通学する人の割合が高い。 

６ 観光・産業・文化 
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施 策 成果指標 

（１）誰もがいきいきと働くための就労⽀援 指標名 
めざす

⽅向性 

○雇⽤・就業促進と安定のための支援に取り組みます 

○潜在的に就労を希望する⼈へのきめ細やかな支援に取り組みます 

◆ ⼥性の M 字カー
ブ世代の労働⼒
率 

 

◆ 若者等（15 歳〜
49 歳）の無業者
数及び無業者比
率 

 

◆ 高齢者の労働⼒
率  

（２）働く場の創出と多様な働き方の実現 指標名 
めざす

⽅向性 

○新たな就労機会の掘り起こしに取り組みます 

○ワーク・ライフ・バランス*の実現や新しい働き⽅の定着に向けた取組を

促進します 

◆ 市内従業者数  

◆ 昼夜間⼈⼝比率  
◆ 有給休暇を 80％

以上取得してい
る⼈の割合 

 

（３）労働問題の防止と解決に向けた環境づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○適正な労働環境の確保に向けた取組を促進します 

○相談窓⼝の周知・他機関との連携に取り組みます ◆ 国の総合労働相
談コーナーの認
知率 

 

◆ 苦情（ハラスメン
ト）相談窓⼝を設
置している事業
所の割合 

 

 

 

* ワーク・ライフ・バランス 

P3 参照 
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５ 文化・国際交流 
 

めざすまちの姿 

● 多くの⼈が日々の暮らしの中で文化芸術や歴史に親しみながら、⼼豊かに暮らし、その魅⼒が

まち全体で発信されている。また、文化芸術と福祉や教育、産業などとの連携が進んでいる。 

● 国内外の⼈々との文化交流が広がるとともに、異文化を認め合い、ともに生きる多文化共生*

社会の形成が進んでいる。 
 

現状と課題 

（1）宝塚歌劇観客動員が歌劇 100 周年（平成 26 年

（2014 年））以降、過去最高を記録するなど増

加傾向にあります。また、市では中央公⺠館や

文化芸術センターの整備を進めました。⼀⽅で、

市⺠や文化活動団体等から、市⺠ホールがない

ことも含めて、近隣他市と比べて文化関係施設

が不⾜しているとの指摘もあります。 

（2）市や市文化財団、市国際交流協会、文化団体等

をはじめ、歌劇や温泉、博物館や史料館を有す

る神社仏閣、植⽊に関する施設などでは、多彩

な文化芸術事業が展開されています。⼀⽅、文

化芸術による地域コミュニティ醸成や市⺠レベ

ルでの活動範囲の拡がりに課題もあります。 

（3）ベガ・ホールや宝塚大劇場、手塚治虫記念館な

どで⾳楽や美術をはじめ、様々な文化芸術に触

れる機会が提供されていますが、⼀⽅で、文化

芸術に親しみが薄い⼈にも通じる事業も求めら

れます。また、文化芸術の社会包摂機能*を発

揮できる事業の必要性も高まっています。 

（4）多文化共生や相互理解を進めるため、国際・文

化センターを拠点として、海外姉妹都市との交

流をはじめとする市⺠レベルでの国際交流のほ

か、外国⼈市⺠の生活相談（支援）や日本語学

習支援、異文化相互理解のための啓発事業を展

開しています。 

 

文化芸術活動の状況（市⺠アンケート調査） 

 
 

国際・文化センター利⽤状況 

 

 

関連する主な分野別計画 

● 宝塚市文化芸術振興基本計画 
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* 多文化共生 

P30 参照 

* 社会包摂機能 

社会的に弱い立場にある人々をも含め市民ひとりひとり、排除や摩

擦、孤独や孤立から援護し、社会の一員として取り込み、支え合う考

え方を「社会（的）包摂」といい、その機能をさす。ちなみに「社会的排

除」はその反対の概念。 

６ 観光・産業・文化 
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施 策 成果指標 

（１）文化芸術に触れ、創造する喜びを実感できる環境づくり 指標名 
めざす

⽅向性 

○文化芸術関係施設の有機的連携（協働）を推進します 

○誰もが文化芸術に触れ、楽しめる環境づくりに取り組みます 

○いつでも文化芸術に親しめるよう情報発信に取り組みます 

○子どもたちをはじめ市⺠の創造性を育みます 

◆ 文化芸術センタ
ーの来場者数  

◆ 「文化芸術活動
によく親しんで
いる」と回答した
市⺠の割合 

 

（２）文化芸術により⼈と⼈とがつながる取組の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○活動カテゴリ*を超えた交流や連携の促進を図ります 

○地域間交流を継続させ、推進します 

○⼈材や市⺠組織（団体）の育成を図ります 

◆ 文化施設の利⽤
率  

◆ 「市⺠の文化活
動に対する市の
支援が十分でき
ている⼜はでき
ている」と回答し
た市⺠の割合 

 

（３）文化芸術により成⻑を続けることができる取組の推進 指標名 
めざす

⽅向性 

○市⺠の文化芸術活動等の支援の充実を図ります 

○文化芸術の持つ創造性を生かし、他の分野との有機的連携を進めることに

より、地域の社会課題解決や活性化の取組を推進します 

◆ 文化施設の利⽤
率  

◆ 「市⺠の文化活
動に対する市の
支援が十分でき
ている⼜はでき
ている」と回答し
た市⺠の割合 

 

（４）歴史や文化、習慣の違いを認め、尊重する地域社会の構築 指標名 
めざす

⽅向性 

○多文化共生や異文化相互理解を推進します 

○インバウンド・アウトバウンド*等で国際理解を推進します 
◆ 国際・文化センタ

ーの利⽤率  

 

* カテゴリ 

事柄の性質を区分する上でのもっとも基本的な分類のこと。「範疇」 

* インバウンド・アウトバウンド 

インバウンド(Inbound)とは、外国人が訪れてくる旅行のこと。自国から

外国へ出かける旅行のこと。もしくは海外旅行をアウトバウンド

(Outbound)という。 


